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主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

科学って面白い！
　1月30日、市中央生涯学習センターで「うし

くサイエンスフェスタ2010」が行われました。

　市内の小中学校代表4校による環境学習の成

果発表や「サイエンス・ラボ」を目当てに、会

場には多くの家族連れなどが訪れ、楽しく科

学に触れました。

　みんなでチャレンジできる16種類の科学実

験教室には多くの子どもたちが参加。「化石の

スクラッチをしよう」では、アンモナイトの化

石を触って観察した後、化石の上に紙を当て

て、鉛筆で写し取りました。

（24ページに関連記事）

◆平成22年度当初予算案の概要…2Ｐ

◆市県民税、所得税の申告はお済みですか…5Ｐ
・申告受付期間は2月16日～3月15日

◆平成22年第1回市議会定例会提出予定議案…6Ｐ
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◆新・牛久ごみニュース…16Ｐ
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・加盟団体紹介…ヘルシーボールサークル「Beヘルシー」、

　　　　　　　牛久野球連盟、コーラス・タンポポ

◆話題・街にひろう…22Ｐ
・祝！ 8万人目の牛久市民誕生
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◆今月のたいへんよくできました…34Ｐ
・向原保育園のお友だち
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平成22年度当初予算案の
概要についてお知らせします

一般会計209億9,000万円、対前年度比6.5％、14億5,000万円の減、
税収減に対応した堅実予算を編成

　平成22年度予算は、歳入の根幹を成す市税が、景気の落ち込み、あるいは個人所得の減少により平成19

年度をピ－クとして減収が加速しており、今後の財政運営に対する一層の危機感とともに、一般会計209

億9,000万円、対前年度6.5％減の予算を編成しました。

　歳入では、市税のうち市民税が対前年度3.6％、約2億円の減収となる一方で、地方交付税が89.4％、約

3億8,000万円の増額となるほか、子ども手当などの創設に伴い、国庫支出金が24.9％、約5億3,000万円の

増額となっています。また、市債については、ひたち野うしく小学校の開校など大規模な投資的事業の終

了により48.4％、約16億6,000万円の減額、さらに財政調整基金の取り崩しを最小限に抑えたことにより、

繰入金が46.4％、約5億4,000万円の減額となっています。

　歳出では、総務費がひたち野リフレビルの維持管理経費などの計上により、対前年度3.6％、約8,900万

円の増加、民生費では子ども手当や生活保護費の増により、21.4％、約11億1,000万円の増加、教育費は

ひたち野うしく小学校の開校に伴い45.9％、約25億5,000万円の減額となりました。

◆国民健康保険事業特別会計は、一般、退職者の保険給付費の増加により対前年度6.4％増の72億600万円。

◆公共下水道事業特別会計は、維持管理費の減額により対前年度4.3％減の24億900万円。

◆青果市場事業特別会計は、管理経費の増加により対前年度7.1％増の2,250万円。

◆老人保健事業特別会計は、後期高齢者医療制度以前の医療給付費の減額により対前年度29.4％減の600万円。

◆小規模水道事業特別会計は、維持補修工事費の増加により対前年度53.4％増の4,450万円。

◆介護保険事業特別会計は、保険給付費の増加により、対前年度4.2％増の30億2,800万円。

◆工業用地造成事業特別会計は、造成事業完了により対前年度92.7％減の3,400万円。

◆後期高齢者医療事業特別会計は、医療費の増加により対前年度9.2％増の9億1,400万円。

会　計　名
平成22年度 平成21年度 比　較

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 増減率

　一 般 会 計 20,990,000 60.6 22,440,000 62.3 △1,450,000 △6.5

国民健康保険事業 7,206,000 20.8 6,771,000 18.8 435,000 6.4

公共下水道事業 2,409,000 7.0 2,516,000 7.0 △107,000 △4.3

青果市場事業 22,500 0.1 21,000 0.1 1,500 7.1

老人保健事業 6,000 0.0 8,500 0.0 △2,500 △29.4

小規模水道事業 44,500 0.1 29,000 0.1 15,500 53.4

介護保険事業 3,028,000 8.7 2,905,000 8.1 123,000 4.2

工業用地造成事業 34,000 0.1 464,500 1.3 △430,500 △92.7

後期高齢者医療事業 914,000 2.6 837,000 2.3 77,000 9.2

特 別 会 計 合 計 13,664,000 39.4 13,552,000 37.7 112,000 0.8

合　　計 34,654,000 100.0 35,992,000 100.0 △1,338,000 △3.7

牛　久　市　各　会　計　予　算　　（単位：千円、％）

問い合わせ　市行政経営課☎内線3301
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平成17年度以来の対前年度マイナス予算、
ひたち野うしく小学校の開校と共に身の丈に合った予算規模へ

市民サ－ビスの充実と未来に誇れるまちづくりのために、
限られた財源を主な施策に重点配分

　保育園や小学校の建設、雨水対策、

生活道路の整備など、行財政改革を推

し進めながら、魅力あるまちづくりの

ためのさまざまな施策の推進に伴い、

毎年増加していた一般会計予算は、平

成17年度以来の対前年度、マイナス

予算となりました。

　市民サ－ビスを低下させることな

く、市税の落ち込みに対応した財政運

営が求められる中で、引き続き、人件

費、公債費の縮減に的を絞った財政運

営を行っていきます。さらには、懸念

される扶助費の急激な伸びやひたち野

うしく小学校の開校、ひたち野リフレ

ビルの開設に伴う維持管理経費などに

も注視しながら、限られた財源を効率

良く事業展開に生かしていくことが必

要となっています。

　平成22年度の新規または特徴的な事業としては…

総務・衛生
・集会所新設に対する補助
・妊婦健診補助の推進
・地球温暖化対策の推進
・バイオマスタウン構想の推進
・幼児2人同乗用自転車購入の補助
・市役所リフレ出張所の開所

民　　生
・子ども手当の支給
・総合福祉センター空調設備などの改修
・医療福祉費支給制度の実施
・障害者の自立に向けた施策の推進
・地域活動支援センター機能の拡充
・民間保育園の運営支援

農業・商工・消防
・新規就農者育成支援
・耕作放棄地の拡大防止
・中小企業資金融資の助成
・牛久沼周辺の整備
・ハートフルクーポン券事業の助成
・新規公共施設へのAEDの設置

土　　木
・市道8号線の整備
・市道23号線（北側延伸分）の整備
・市道53号線の整備
・雨水対策としての道路排水溝整備
・雨水対策としての田宮西近隣公園の整備
・狭あい道路の整備拡幅

教　　育
・ひたち野うしく小学校プールの建設
・牛久運動公園・奥野運動広場テニスコートの整備
・巡回ラジオ体操の開催
・児童クラブの運営
・ひたち野うしく小学校音楽室などの一般開放

特別会計
（介護保険事業）
・特定高齢者の把握と予防事業の強化

（後期高齢者医療事業）
・高齢者医療制度の安定的な運営

（公共下水道事業）
・下水道（雨水管）の整備

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

年度別会計予算額の推移
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【一般会計歳入予算】
　一般会計の歳入内訳を見ると、市税の予

算額は前年度比1.3％減となっていますが、

歳入合計が6.5％減となっているため、構

成割合は平成21年度の53％から56％に増

加しています。また、構成割合のうち、前

年度2番目に大きかった市債は、発行額が

48.4％減となったことにより3番目となり、

代わって前年度3番目に大きかった国県支

出金が2番目になりました。これは、補助

該当事業となるかを常に念頭に置いた行政

運営と中長期的な財政状況を考慮した市債

発行の抑制がその要因と考えられます。

【一般会計目的別歳出予算】
　目的別歳出予算の内訳を見ると、全体の

30％を占める民生費は、子ども手当、生

活保護費支給費の増などにより21.4％の増

加。また、教育費はひたち野うしく小学

校校舎などの建設工事の終了などにより、

45.9％の減となっています。さらに、土木

費についてはまちづくり交付金事業などに

より1.3％の増、総務費は国勢調査、退職

手当負担金の増などにより、3.6％の増加

となっています。

【一般会計性質別歳出予算】
　一般会計の歳出の内訳を、経費の使わ

れる性質から分析するため分類したのが

左の性質別歳出予算です。構成割合は人

件費、物件費、扶助費の順となっています。

扶助費の伸びが高いのは、子ども手当て

や生活保護費の支給が増加したためです。

また、投資的経費が前年度より大幅に減

少しているのは、ひたち野うしく小学校

の校舎などの建設工事の終了などによる

ものです。

問い合わせ　市行政経営課☎内線3301
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市
県
民
税（
住
民
税
）、
所
得
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　平成22年度（平成21年1月から12月末日までに得た所得）の申告受け付け

は2月16日（火）から3月15日（月）までです。※土・日曜日を除く。

　　　　　　●受付会場　市保健センター研修室（2階）

　　　　　　●受付時間　午前8時45分～午後4時（開場午前8時）

申告受付期間　2月16日（火）～3月15日（月）

　　　  ※土・日曜日を除く。

　

収
入
が
無
い
方
で
も
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
申
告
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
申
告
し
な
い
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の

算
定
や
各
種
証
明
書
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
給
与（
年
金
も
含
む
）な
ど
の
源
泉
徴

収
票
原
本（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

③
所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合
は
、
本

人
の
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

④
事
業
所
得（
営
業
、
農
業
に
よ
る
所

得
な
ど
）、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

は
、
そ
の
収
支
内
訳
書

⑤
領
収
書
、
ま
た
は
支
払
証
明
書（
医

療
費
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年

金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
）

【
注
意
事
項
】

１
．申
告
会
場
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

前
も
っ
て
次
の
ご
用
意
を
お
願
い
し

ま
す
。（
書
類
の
不
備
、
記
入
も
れ
な

ど
が
あ
る
場
合
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
）

・
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動
産
所

得
な
ど
の
申
告
を
す
る
方
は
、帳
簿
、

領
収
書
な
ど
を
整
理
し
、
収
支
内
訳

書
を
必
ず
作
成
し
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
治
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
領
収

書
を
整
理
し
、
日
付
が
平
成
21
年
中

で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
の
上
、
合

計
金
額
を
算
出
し
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
マ
ル
福
、
高
額
医
療
費
、
生
命
保
険

な
ど
で
の
補
て
ん
分（
控
除
対
象
外
）

は
差
し
引
き
ま
す
の
で
、
金
額
の
分

か
る
も
の
を
合
わ
せ
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

２
．
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、

市
県
民
税
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
今
回
初
め
て
事
業
所
得
な
ど
の
申

告
で
収
支
内
訳
書
を
作
成
す
る
方
、

土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の
金
融
商

品
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
売
買
に

よ
る
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
、
配
当
所

得
を
株
式
譲
渡
所
得
と
損
益
通
算
の

申
告
を
す
る
方
、
青
色
申
告
者
、
平

成
20
年
分
以
前
の
申
告
を
す
る
方

は
、
税
務
署
で
申
告
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

乳
幼
児
マ
ル
福（
黄
色
の
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
）
の

使
い
方
が
変
わ
り
ま
す

マル福自己負担額
（医療機関ごと）

●外来 ･･･1日600円　月2回まで  

●入院 ･･･1日300円　月3,000円まで

●調剤薬局 ･･･ 自己負担なし

※ただし、県外の医療機関を受診の場

合は、今までと同じように領収書を

お持ちになり、市医療年金課の窓口

で申請してください｡

問い合わせ

　市医療年金課☎内線1721～1722 

　

４
月
か
ら
、
乳
幼
児
マ
ル
福
受
給
者

で
黄
色
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
の

使
い
方
が
変
わ
り
、
市
役
所
に
領
収
書

を
お
持
ち
に
な
り
申
請
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

  

現
在
、
黄
色
の
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
に
は
、
４
月
か
ら
お
使
い
い
た
だ

く
白
色
の
受
給
者
証
を
３
月
下
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
４
月
以
降
の
茨
城

県
内
で
の
受
診
の
際
は
、
医
療
機
関
へ

保
険
証
と
と
も
に
受
給
者
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
窓
口
負
担
が
左
記
の
マ

ル
福
自
己
負
担
額
の
み
と
な
り
ま
す
。

問い合わせ　【所得税】竜ケ崎税務署（〒301-8601龍ケ崎市川原代町1182-5）

　☎0297-66-1303（自動音声案内）、【市県民税】市税務課☎内線1056～1059
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第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で（
会
期
22
日
間
）開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
定
例
会
に
提
出
す
る
予
定
の
条
例
の
制
定
・
改
正（
案
）
の
概
要
に
つ
い
て
、

事
前
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※（　

）内
は
担
当
課
。

平
成
22
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

提
出
予
定
議
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

条
例
の
制
定
・
改
正
案

議
案
第
５
号　

牛
久
市
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て（
管
財
課
）
…
市
民
の
交
流
の
場
、
文

化
芸
術
な
ど
の
場
と
し
て
、
ひ
た
ち
野

う
し
く
駅
東
口
に
設
置
す
る「
牛
久
市
リ

フ
レ
プ
ラ
ザ
」の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
制

定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　

牛
久
市
都
市
計
画
法
の
規

定
に
よ
る
開
発
行
為
の
許
可
等
の
基
準

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て（
建
築
指
導

室
）…
県
か
ら
の
権
限
委
譲
に
よ
り
、
10

月
１
日
か
ら
都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ

る
開
発
行
為
の
許
可
な
ど
の
権
限
を
有

す
る
た
め
、
許
可
な
ど
の
基
準
に
関
し

必
要
な
事
項
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　

牛
久
市
部
等
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
人
材

育
成
課
）…
建
設
部
の
事
務
分
掌
に
議
案

第
６
号
に
よ
る
開
発
行
為
の
許
可
な
ど

に
関
す
る
建
築
指
導
業
務
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、
総
務
部
で
行
っ
て
い
る
営

繕
業
務
を
建
設
部
に
移
管
す
る
た
め
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　

牛
久
市
役
所
出
張
所
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
総
合
窓
口
課
）
…
ひ
た
ち
野
地
区
に

お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
新
た
に
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
東

口
に
リ
フ
レ
出
張
所
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
駅
前
出
張
所
の
名
称
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
エ
ス
カ
ー
ド

出
張
所
に
名
称
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号　

牛
久
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
指
導
課
・
生
涯
学
習
課
）

…
小
中
学
校
に
お
け
る
情
報
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
教
員
の
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た
授
業
支
援
や
情
報
機
器
に
関
す

る
指
導
お
よ
び
助
言
を
行
う
情
報
教
育

指
導
員
を
、
小
川
芋
銭
作
品
集
の
編
集

お
よ
び
発
行
に
関
す
る
文
献
の
調
査
や

図
録
収
集
を
専
門
的
に
行
う
た
め
、
小

川
芋
銭
作
品
集
編
集
員
を
新
た
に
設
置

し
、
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
10
号　

牛
久
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
建

築
指
導
室
）…
議
案
第
６
号
に
よ
る
開
発

行
為
な
ど
の
許
可
事
務
な
ど
に
関
す
る

手
数
料
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号　

牛
久
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
生

涯
学
習
課
）…
旧
牛
久
消
防
署
西
部
出
張

所
を
牛
久
市
か
っ
ぱ
の
里
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
し
て
設
置
す
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号　

牛
久
市
医
療
福
祉
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
医
療
年
金
課
）
…
重
度
心

身
障
害
者
な
ど
の
認
定
要
件
に
肝
機
能

障
害
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
両
親
の

い
な
い
子
を
養
育
し
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
を
ひ
と
り
親
家
庭
と

認
定
し
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号　

牛
久
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
医
療
年
金
課
）
…
被
用
者
保
険
の
被

保
険
者
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
被
保
険

者
と
な
っ
た
者
に
か
か
る
国
民
健
康
保

険
税
に
つ
い
て
、
資
格
取
得
か
ら
２
年

間
減
免
し
て
い
る
も
の
を
、
当
分
の
間

継
続
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号　

牛
久
市
駐
車
場
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て（
都
市
計
画
課
）
…

ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
東
口
の
交
番
に
隣

接
す
る
市
有
地
を
市
駐
車
場
と
し
て
整

備
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
案（
行
政
経
営
課
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
６
７
６

５
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２

３
１
億
２
８
６
５
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
そ
の
周
辺
機
器
を
管

理
す
る（
１
８
１
５
万
９
千
円
）
…
国
の

制
度
改
正
に
よ
り
、
子
ど
も
手
当
支
給

シ
ス
テ
ム
構
築
・
保
育
園
シ
ス
テ
ム
改

修
に
伴
う
増
額
。

・
ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金（
２
５
４
万
６
千

円
）…
平
成
21
年
度
ふ
る
さ
と
牛
久
応
援

寄
附
金
の
積
み
立
て
。

【
民
生
費
】

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
拡

充
す
る（
１
７
７
万
円
）
…
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
増
。

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
５
６
１
６
万
円
）
…
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
に
お
け
る
給
付
費
の
増
に

伴
う
増
額
。

【
衛
生
費
】

・
一
般
廃
棄
物
を
収
集
す
る（
△
２
１
０
０
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万
円
）…
指
定
袋
な
ど
の
購
入
見
込
み
額

の
確
定
に
伴
う
減
額
。

・
清
掃
工
場
を
維
持
管
理
す
る（
△
２
４
７

３
万
７
千
円
）…
清
掃
工
場
維
持
管
理
経

費
の
執
行
見
込
み
に
伴
う
減
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

・
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
止
す
る（
１
３

９
４
万
５
千
円
）
…
集
出
荷
調
整
施
設

（
農
機
具
倉
庫
兼
用
）
を
整
備
す
る
た
め

増
額
。（
整
備
費
３
５
０
９
万
５
千
円
）。

【
商
工
費
】

・
誘
致
し
た
企
業
に
対
し
奨
励
金
を
交
付

す
る（
△
１
２
７
９
万
４
千
円)

…
企
業

誘
致
奨
励
金
の
確
定
に
伴
う
減
額
。

【
土
木
費
】

・
道
路
施
設
を
維
持
補
修
す
る
。
き
め
細

か
な
交
付
金
対
象
事
業（
７
２
０
０
万

円)

…
道
路
補
修
委
託
費
、
維
持
補
修
工

事
費
。

・
道
路
新
設
改
良
費（
△
５
３
２
万
５
千

円
）…
工
事
費
の
確
定
に
よ
る
減
額
。

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金（
△

３
０
４
４
万
２
千
円
）…
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
お
け
る
公
共
下
水
道
事

業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額
。

【
消
防
費
】

・
稲
敷
広
域
消
防
の
運
営
に
参
加
す
る（
△

３
１
６
万
９
千
円
）…
負
担
金
の
確
定
に

よ
る
減
額
。

【
教
育
費
】

・
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
を
建
設
す
る

（
△
１
億
３
１
３
３
万
４
千
円
）
…
工
事

費
な
ど
の
契
約
差
金
に
よ
る
減
額
。

・
小
学
校
施
設
を
改
修
す
る
。
き
め
細
か

な
交
付
金
対
象
事
業（
４
４
７
万
３
千

円
）
…
神
谷
小
学
校
避
難
器
具
改
修
工

事
、
中
根
小
学
校
体
育
館
床
改
修
工
事
。

・
中
学
校
施
設
を
改
修
す
る
。
き
め
細
か

な
交
付
金
対
象
事
業（
２
９
９
９
万
９
千

円
）…
下
根
中
学
校
技
術
室
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
、
体
育
館
屋
根
改
修
工
事
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
１
億
６
０

４
１
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
71
億

３
４
６
８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
一
般
被
保
険
者
に
現
物
分
の
医
療
費
を

給
付
す
る（
１
億
６
５
７
２
万
円
）
…
一

般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
の
増
額
。

・
診
療
請
求
の
審
査
や
支
払
を
す
る（
△
３

７
７
万
８
千
円
）…
医
療
費
審
査
支
払
料

の
減
額
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
１
３
６
０

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
24
億

９
８
８
７
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
公
共
下
水
道
施
設
建
設
基
金
積
立
金（
３

１
０
４
万
８
千
円
）…
下
水
道
施
設
建
設

基
金
へ
の
積
立
金
。

・
田
宮
地
区
の
雨
水
管か

ん
き
ょ渠
を
布
設
す
る（
３

２
０
０
万
円
）…
雨
水
管
渠
布
設
工
事
費
。

・
ポ
ン
プ
場
施
設
を
維
持
管
理
す
る（
△
２

７
７
０
万
円
）…
事
業
費
の
確
定
に
伴
う

減
額
。

・
老
朽
化
し
た
管
渠
を
改
築
す
る（
△
７
０

８
万
９
千
円
）…
事
業
費
の
確
定
に
伴
う

減
額
。

◆
青
果
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
97
万
２

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２
０
５
９

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
青
果
市
場
運
営
費（
△
97
万
５
千
円
）
…

市
場
の
運
営
経
費
の
執
行
額
確
定
に
伴

う
減
額
。

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
８
２
５
万

９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
３
９

４
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
老
人
保
健
の
現
物
分
の
医
療
費
を
給
付

す
る（
△
６
５
０
万
円)

…
医
療
給
付
費

の
減
額
。

・
一
般
会
計
繰
出
金（
１
５
９
３
万
９
千

円)

…
過
年
度
医
療
費
に
係
る
返
還
金
、

精
算
金
の
確
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
額
。

◆
小
規
模
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
１
１
１
万

８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
４
０

０
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
小
規
模
水
道
施
設
維
持
管
理
経
費（
１
１

１
万
８
千
円
）…
歳
入
剰
余
金
の
小
規
模

水
道
維
持
管
理
基
金
へ
の
積
み
立
て
。

維
持
管
理
経
費
の
執
行
見
込
み
に
よ
る

減
額
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
８
６
６

万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
30
億

２
５
４
２
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
要
介
護
者
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を

給
付
す
る（
△
１
０
０
０
万
円
）
…
保
険

給
付
費
の
減
。

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の
利
用
額

を
軽
減
す
る（
１
０
８
万
１
千
円
）
…
保

険
給
付
費
の
増
。

・
施
設
入
所
要
介
護
者
に
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
を
給
付
す
る（
１
５
１
万

２
千
円
）…
保
険
給
付
費
の
増
。

◆
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
１
億
１

８
３
３
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
３
億
４
９
１
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
東
部
工
業
用
地
を
拡
張
す
る（
△
１
億
２

１
５
９
万
３
千
円
）…
造
成
工
事
費
確
定

の
た
め
減
額
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
７
０
４
万

５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
８
億
５

２
９
６
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
広
域
連
合
に
保
険
料
を
納
付
す
る（
８
７

１
万
７
千
円
）…
決
算
見
込
み
に
よ
る
保

険
料
納
付
金
の
増
額
。

問い合わせ　各担当課まで（市役所☎873-2111）
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肝炎ウイルス感染危険度チェックリスト

保健
センター

通信

市健康管理課（保健センター）

☎内線1742～1744

　肝臓の病気の中で最も多いのはウイルス性肝炎です。ご自身の健康状態

を把握するために、一度肝炎ウイルス検査を受けましょう。ウイルス性肝

炎は慢性化するとすぐには症状が出ないため、肝炎ウイルス検査を受けな

いと感染の有無は判断できません。下記のチェックリストに当てはまらな

くても一度は肝炎ウイルス検査をお勧めします。

　また、一度肝炎検査で陰性が確認された場合は、チェックリストに当ては

まる項目が新たに追加されなければ、再度検査を受ける必要はありません。

※1つでも当てはまる方は感染の可能性がありますので肝炎ウイルス検査を受けましょう。

B 型肝炎ウイルス

□　家族に B 型肝炎キャリアーがいる。

□　新たに性的な関係を持つ相手ができた。

□　長期に血液透析を受けている。

□　妊婦

　　（妊婦健診で受けることになっています）

C 型肝炎ウイルス

□　平成4年（1992年）以前に輸血を受けたこ

とがある（出産時を含む）。

□　大きな手術を受けたことがある。

□　フィブリノゲン製剤＊（フィブリノゲンの

りとしての使用を含む）を投与されたこ

とがある。

□　血液凝固因子製剤＊を投与されたことがある。

□　長期に血液透析を受けている。

□　臓器移植を受けている。

□　薬物を乱用している。

□　入れ墨をしている。

□　ボディーピアスをしている。

＊フィブリノゲン製剤・血液凝固因子製剤とは…

　人の血液の成分を原料とした医薬品の一種で、

大量出血時の止血などに医療機関で使用されて

いました。現在厚生労働省は、当時これらの製

剤を納入した医療機関を公表し投与された人に

C 型肝炎ウイルス検査を受けるよう呼び掛けて

います。

Ｑ　肝炎の原因は何ですか？

　　Ａ　肝炎の原因は、日本の場合、約8割が B型や C型のウイルスによる感染で、残りはアルコー

ルによるものが多くなっています。

Ｑ　肝炎にはどのようなものがありますか？

　　Ａ　大きく急性肝炎と慢性肝炎に分かれます。急性肝炎のほとんどはウイルス感染によるもの

です。感染後、潜伏期間を経て発病。全身のだるさ、食欲不振、吐き気などの症状が現れ

ます。C型肝炎の場合は気付かないうちに慢性化し、慢性肝炎になることがあります。

ウイルスの種類 感　染　源 感　染　経　路 特　　　　　徴

A 型 (HAV)
患者の便で汚染され

た生水､ 生魚介類
経口（食物）

急性肝炎のみ。一度かかると免疫によって抗

体ができるため慢性化しない。

B 型（HBV） 血液
血液（輸血､ 注射針､ 性

行為、母子間感染など）

母子間感染では持続感染（キャリアー化）する

ことが多いが､ 現在はワクチン接種などによ

り予防できる。

C 型（HCV） 血液
血液（輸血、注射針、血

液製剤など）

症状は比較的軽いが、約70%が慢性化し、いっ

たん慢性化すると自然治癒が難しい。

肝 炎 豆 知 識
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を受けたこと
ありますか？

肝炎
検査

　竜ケ崎保健所で検査や相談を受けることができます（無料・予約不要）。

検査日　毎週火曜日午前9時～11時、毎月第2火曜日午後5時～7時※祝日を除く。

検査方法　血液検査※ただし感染の危険があってから3カ月以上経過しないと、正確な検査結果が出ない場合があります。

※肝炎治療については、助成制度が該当になる場合があります。詳細はお問い合わせください。

問い合わせ　竜ケ崎保健所☎0297-62-2367

肝炎ウイルス検査を受けるには…

ウイルス性肝炎安心ガイド

○現在の輸血用血液はウイルスチェックが行われているため、輸血による感染の心配はありません。

○医療機関では血液を介しての感染を予防するため、使い捨て器具（注射針など）の使用や、胃カメ

ラなどは十分な消毒に注意が払われています。　

○母子感染については、ウイルス感染が確認された母親から産まれた子どもには、免疫グロブリン

とワクチンが投与されることにより､ ほとんど心配なくなりました。

ウイルス性肝炎を予防するポイント

このようなことでは感染しません

　■くしゃみ、せき　　■握手　　■入浴　　■食器やコップの共有

　■隣に座るなど日常的な接触

・上下水道が整備された日

本では少ない。

・海外旅行では、生水、氷、

生ものは感染の危険があ

るため、加熱したものを

食べること。

A 型肝炎
B 型・C 型肝炎

・血液や分泌物で感染するため、

歯ブラシ・カミソリは共用を避

ける。

・他人の血液は素手で触らない。

・性行為は B 型肝炎だけでなく

HIV ウイルス（エイズ）をはじめ

とした性感染症感染の危険があ

るため、適切な感染予防対策が

必要。
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街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

う
し
く
Ｗ
ａ
ｉ
ワ
イ
ま
つ
り
で
実
施

　

11
月
は
、「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
」
で
す
。
牛
久
市
青
少
年
相
談
員
連

絡
会
で
は
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
浄
化
に
対
す
る
市
民
の
意
識
啓
発
を

図
り
、
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
の
地
域
づ
く
り
と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
声

掛
け
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
11
月
３
日
に「
う
し
く
Ｗ
ａ
ｉ
ワ
イ

ま
つ
り
」
会
場
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
、
駅
前
や
店
舗
の
前
で
、

啓
発
チ
ラ
シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
市
民
の
方
々
が
大
勢
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
、
黄
色
の
の
ぼ
り
を
持
ち
、
会

場
内
の
皆
さ
ん
に「
あ
い
さ
つ
・
声
掛
け
」

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
未
成
年
の
携

帯
電
話
の
使
用
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
家
庭
や
学

校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
の
協
力

が
必
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合

い
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

合
同
研
修
会
に
参
加
し
て

　

12
月
21
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
龍
ケ
崎
市･

牛
久
市･

河
内
町

合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
重
雄
氏（
茨
城
県
青
少
年
指
導
員
）

に
よ
る「
青
少
年
と
の
か
か
わ
り
方
、
接

し
方
」
に
つ
い
て
の
講
話
や
、
グ
ル
ー
プ

別
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
声
掛
け

の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

昨
今
は
、
核
家
族
化
と
と
も
に
教
育
力

の
低
下
や
高
度
情
報
化
に
よ
っ
て
、
不
適

切
な
情
報
が
は
ん
ら
ん
し
て
お
り
、
家
庭

や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

研
修
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
は
、
相

談
員
役
と
少
年
役
に
分
か
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
パ
タ
ー
ン
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛
け

の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る「
茨
城
県
青

少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
青

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
の
見
直
し
が

検
討
さ
れ
る
中
、
私
た
ち
青
少
年
相
談
員

に
も
、
正
し
い
情
報
や
知
識
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
青
少
年
の
声
掛
け
に

は
、「
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
相

談
し
て
ね
」
な
ど
、
別
れ
際
に
余
韻
を
持

た
せ
た
心
に
残
る
声
掛
け
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今

後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

―愛のパトロール―

問い合わせ　市児童福祉課☎内線1731

　　　　　　青少年育成牛久市民会議（市生涯学習課内）☎871-2301

のぼりを持ってキャンペーン中

啓発品を渡しながら協力のお願い

少年役と声掛けする相談員役の

ロールプレイング

私たち青少年相談員は、青少年の健全育成、非行防止、

　　そして環境浄化のために活動しています
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10
月
28
日
、
県
庁
講
堂
で「
第
39
回
茨

城
県
青
少
年
相
談
員
研
修
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
相
談
員
と
し
て
、
20
年
以
上
の

永
年
に
わ
た
る
活
動
の
功
績
に
対
し
、
表

彰
が
行
わ
れ
、
牛
久
市
か
ら
は
、
小
竹
伸

子
さ
ん（
南
在
住
）が
知
事
ほ
う
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
元
相
談
員
の
小
林
勝

子
さ
ん（
桂
町
在
住
）が
功
労
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な

い

う

ち

に

帰

宅

し

て

く

れ

れ

ば
い
い
の

だ
け
ど
」

と
、
い
つ

も

気

に

掛
か
っ
て

い
ま
す
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
面
で
一
番
心

配
な
こ
と
は
、
向
台
小
学
校
通
学
路
下
町

ポ
ン
プ
場
付
近
の
雨
水
工
事
現
場
で
す
。

幸
い
な
こ
と
に
工
事
業
者
の
配
慮
で
う
回

路
の
歩
道
幅
を
最
大
限
広
く
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
対
向
車
が
通
過
す
る
と

き
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

工
事
関
係
者
、
学
校
、
地
域
が
協
力
し

て
事
故
の
な
い
よ
う
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

知
事
ほ
う
賞
受
賞

地
区
活
動
を
通
し
て

◆
下
根
中
学
校
区

　

下
根
中
学
校
区
で
は
、
月
１
回
学
区
内

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
周
辺
の
開

発
に
伴
い
新
た
な
店

舗
が
増
え
、
人
も
集

ま
り
、
に
ぎ
わ
い
を

感
じ
る
地
域
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
来
年
度
に
は
新

し
い「
ひ
た
ち
野
う

し
く
小
学
校
」（
下

写
真
）
も
開
校
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
大

き
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
青
少
年

が
危
険
に
遭
遇
し
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
す
る
可
能
性
も
、
今
ま
で

以
上
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
多
種
多
様
な
場

面
に
対
応
で
き
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や「
青
少

年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店
」
を
少
し

で
も
増
や
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
青

少
年
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
一

層
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

◆
牛
久
南
中
学
校
区

　

牛
久
南
中
学
校
区
は
、
牛
久
駅
に
近
い

の
で
、
子
ど
も
同
士
で
市
外
に
出
掛
け
る

姿
を
し
ば
し
ば
見
掛
け
ま
す
。「
遅
く
な
ら

ネ
ッ
ト
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

　

昨
年
11
月
、
茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の

環
境
整
備
条
例
に
基
づ
き
、
携
帯
電
話
販

売
店
に
市
担
当
者
と
牛
久
市
青
少
年
相
談

員
が
、立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

主
な
調
査
内
容
は
、「
使
用
者
の
年
齢
確

認
」「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
導
入
状
況
」

「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
の

徹
底
」な
ど
で
す
。
そ
の
結
果
、

◆
未
成
年
者
の
使
用
を
き
ち
ん
と
確
認

し
、
使
用
す
る
場
合
の
注
意
点
な
ど
の

説
明
を
必
ず
行
っ
て
い
る
。

◆
未
成
年
者
に
つ
い
て
、購
入
の
際
に
は
、

親
の
同
意
書
を
取
り
付
け
、
契
約
は
親

と
な
っ
て
い
る
。

◆
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
希
望
し
な
い
方
の

割
合
は
、
１
割
程
度
で
あ
っ
た
。

　

総
体
的
に
条
例
の
周
知
状
況
に
つ
い
て

は
、
店
長
ほ
か
従
業
員
に
つ
い
て
も
十
分

認
識
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。
店

内
と
窓
口

の
机
上
に

は
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ

ス
の
説
明

の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も

備
え
付
け

と
な
っ
て

お
り
、
条

例
を
き
ち

ん
と
遵
守

し
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
に
は
、
利
用

者
の
モ
ラ
ル
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
青
少
年
の
健
全
育
成

に
協
力
を
お
願
い
し
、
販
売
店
を
後
に
し

ま
し
た
。

　青少年がよく出入りする店舗

へ、青少年の健全育成に向けての

理解と協力をお願いしています。

　12月1日以降、3店舗について新

規の登録をいただきましたが、平

成22年2月1日現在の登録数は93店

舗です。

見たことがありますか！
このステッカー

「青少年の健全育成に協力する店」

（新規登録店）

・ツルハドラッグひたち野うしく店

・ケーズデンキひたち野うしく本店

・ホーマックスーパーデポひたち野うしく店

対向車に注意しながら登校する児童の列

店長の説明を聞く相談員
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市交通防災課☎内線1684

　各行政区のボランティアの皆さんの積極的な街頭活動や防犯パトロールなどによ

り、窃盗犯が大幅に減少し、5年前に比べて約500件の被害が軽減しました。特に昨年は、

空き巣ねらいなど侵入盗が87件減少しました。また、市内で発生の人身交通事故は、

発生件数・死者数・負傷者数ともすべて減少しましたが、物損交通事故が440件増加

しました。事故や犯罪のない安心 ･ 安全なまちづくりのため、皆さんのご協力をお願

いします。（参考：交通事故の発生件数などは「広報うしく２月１日号」に掲載）

平成21年中の交通事故発生状況
（1）全国との比較

順位 都道府県 死者数（人） 前年比（人）

1 愛知 227 △49

2 北海道 218 △10

3 埼玉 207 △25

4 大阪 205 7

4 東京 205 △13

6 茨城 199 △11

7 千葉 197 △16

8 福岡 195 △2

9 静岡 179 △31

10 神奈川 176 △13

10 兵庫 176 △23

全国の死者数4,914人、前年比△241人（△4.7％）

★人口10万人当たりの死者数

順位 都道府県 死者数（人）
1 山口 7.41
2 香川 7.00
3 茨城 6.71

全国平均 3.84

※参照人口　平成 21 年 10 月 1 日現在。

★自動車1万台当たりの死者数

順位 都道府県 死者数（人）
1 山口 1.02
2 香川 0.92
6 茨城 0.81

全国平均 0.62

発生件数 死者数 負傷者数

自転車が関係した事故 88（1） 0（△2） 88（3）

歩行者が関係した事故 41（△5） 2（±0） 39（△5）

高齢者が関係した事故 113（△3） 1（△1） 71（△7）

小中学生が関係した事故 31（5） 0（△1） 32（6）

（2）県内の交通死亡事故の主な特徴
　・交通事故死者数が200人以上に増加した平成20年（210人）から再び100人台に減少しました。

　・無謀運転（最高速度・右側通行・酒酔い運転・信号無視）による死者は67人（全死者数の約3割）。

　・高齢者（65歳以上）の死者は90人（全死者数の45％）。全国ワースト第5位。

（3）牛久市内の交通事故の主な特徴
　・市内の交通事故発生件数　3,035件（人身事故473件、物損事故2,562件）　

　　１日平均して、人身事故が1.3件、物損事故が７件発生しました。

　・通勤通学時間帯（午前8～10時、午後6～8時）の事故が多発。死亡事故は

夜間に多く発生しました。

※参照自動車台数　平成 20 年 12 月 31 日現在。

★死亡事故多発都道府県

　★小学生以下の子どもや高齢者の皆さんが自転車に乗る時は歩行者に注意しながら歩道を通行しましょう。

　★安全のため乗車用ヘルメットをかぶり自転車に乗りましょう。

　★電動車いすは歩行者の仲間です。道路右側や歩道を通行しましょう。

　★自動車利用の皆さんは全席でシートベルトを着用し、安全運転に努めましょう。

（　）内は前年比

※表中の△は減少の意味です。
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牛久市の地区別街頭犯罪（※1）等発生状況（平成21年1月～12月）

( ※1) 街頭犯罪…市民にとって身近に起こる犯罪で、一般住宅対象侵入盗の空き巣狙い、忍び込み、居空き、乗り物盗、車
上狙い、ひったくり、すりなどを指す。

( ※2) 居空き…家の人が昼寝や食事などをしているすきに屋内に侵入し、お金や物を盗むこと。
( ※3) 性犯罪…合計1件発生したが、場所については非公開としました。

【空き巣狙い防止】

①窓のクレセント錠の周囲は防犯フィルムなどで割れ

にくくし、補助錠でダブルロックしましょう

②ちょっとの留守でも鍵を掛けましょう

③ふろ場やトイレの高窓、雨戸の鍵も忘れずに掛けましょう

④外出する際は、お隣に一声掛けましょう

【車上狙い防止】

①わずかな時間でもエンジンキーを抜いて必ず鍵を掛

けましょう

②外からバッグ類が見えないようにしましょう

③貴重品は、車内に置かないようにしましょう

④窓も完全に閉めましょう

【ひったくり防止】

①自転車のカゴには防犯ネットやカバーを掛けましょう

②徒歩の場合、バッグの持ち方を常に意識しましょう

③歩きながらの E メールや通話を控えましょう

【振り込め詐欺被害防止「家族の絆」運動】

①「携帯電話番号が変わった」「お金を振り込んで！」など、息

子や孫に成り済ますオレオレ詐欺には、被害を防止するため

に家族間で合言葉を決めるなど対策を話し合ってみましょう

（資料提供：牛久警察署）

乗り物盗
路
上
強
盗

ひ
っ
た
く
り

車
上
狙
い

性
犯
罪（
※
３
）

侵入盗 振
り
込
め
詐
欺

計
自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

空
き
巣
狙
い

忍
び
込
み

居い

あ空
き（
※
２
）

住
居
侵
入

栄
町
交
番

1区 上柏田1丁目・2丁目、栄町1丁目 3 2 7 6 2 1 21
2区 上柏田3丁目・４丁目、栄町2丁目 2 3 8 2 1 16
3区 栄町3丁目・４丁目・5丁目・6丁目 3 11 14 2 1 31
4区 中央1丁目・2丁目・3丁目・5丁目 5 13 60 11 2 91
5区 中央4丁目、神谷1丁目・3丁目・4丁目・5丁目 2 4 1 2 2 11
6区 神谷2丁目・6丁目 1 8 1 10
7区 さくら台1丁目・2丁目 5 4 2 11

8区 さくら台3丁目・4丁目、女 化 町、
柏田町（常磐線東側）、柏田町の一部 1 10 7 1 19

9区 岡見町 4 4 3 3 2 16
10区 上太田町、結束町、小坂町、福田町 1 2 1 1 5

牛
久
駅
前
交
番

1区 田宮2丁目・3丁目 2 5 5 2 2 1 17
2区 田宮町（笹塚番外、つつじが丘） 1 1 2
3区 田宮町、牛久町（駅西口） 1 5 57 3 2 3 71
4区 牛久町（上町） 1 2 3 1 1 8
5区 南1丁目・2丁目 1 1 7 3 2 14
6区 南3丁目・4丁目 2 1 1 2 1 7
7区 南5丁目・6丁目 2 6 1 9
8区 南7丁目、牛久町（下町） 2 6 2 1 2 1 14
9区 刈谷1丁目・2丁目・5丁目 5 2 1 1 9

10区 刈谷3丁目・4丁目、新地町、城中町、
庄兵衛新田町、遠山町 1 3 4

ひ
た
ち
野
交
番

1区 ひたち野東1丁目・2丁目・5丁目、
ひたち野西4丁目 2 4 22 1 11 2 1 1 44

2区 下根町、ひたち野東3丁目・4丁目 1 6 5 1 1 1 15

3区 ひたち野西1丁目・2丁目・3丁目、
東猯穴町 4 1 19 12 8 44

4区 猪子町、東大和田町、中根町、柏
田町（常磐線西側） 2 2 1 1 12 1 1 1 21

久野交番 久野町、奥原町、井ノ岡町、桂町、
正直町、島田町 2 2 1 4 9

不　明 3 2 8 2 1 2 18
合　計 37 58 250 5 116 1 34 6 2 29 538

手口区分
町名など
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今月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞

◆映画上映会◆　3月21日（日・祝）午後2時

　『シティ・オブ・エンジェル（洋画・吹替版）』

◆牛久おもちゃ病院◆　3月21日（日・祝）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分今月の休館日　★全館休館日…3月8日（月）・23日（火）

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

再
び
芋
銭
を
考
え
る
⑯

　

前
回
、
昨
年
開
催
さ
れ
た「
第
３
回
小
川
芋
銭
展
」会
場
に

お
い
て
受
け
た
質
問
に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
が
、
今
回
も
ま

た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
ご
意
見
を
要
約
し
ま
す
と
、「
芋
銭
を
必
要
以
上
に

持
ち
上
げ
、
偉
人
と
あ
が
め
奉
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

芋
銭
没
後
に
芋
銭
伝
記
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

執
筆
者
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
芋
銭
と
深
く
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
で
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信
奉
者
に
属
し
ま
す
。
従
っ
て
、
記
述
中
に
は
、
芋
銭
像
を
美

化
し
た
り
、
ま
た
、
不
都
合
な
こ
と
は
避
け
る
様
子
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

牛
久
市
に
お
け
る
隔
年
開
催
の
芋
銭
展
は
、
資
料
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
に
基
本
を

置
い
て
い
ま
す
。

　

６
年
ほ
ど
前
に
誕
生
し
、
芋
銭
展
に
主
催
と
い
う
形
で
参
画
し
て
い
る
芋
銭
研
究

団
体「
芋
銭
を
学
ぶ
会
」は
、
月
に
一
度
例
会
を
持
ち
、
席
上
、
芋
銭
研
究
上
有
害
な

記
述
に
つ
い
て
は
、
酷
評
も
し
ま
す
し
、
い
わ
ゆ
る「
ヨ
イ
シ
ョ
」的
記
事
に
も
メ
ス

を
入
れ
、
正
確
な
芋
銭
像
を
求
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
小
川
家
に
眠
っ
て
い
た
大
量
の
芋
銭
遺
品
群
の
調
査
研
究
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
は
、
何
度
か
新
聞
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

牛
久
で
開
催
し
て
い
る
展
覧
会
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
分
析
の
上
に
立
っ
て
、
開
催

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
多
岐
か
つ
難
渋
な
る
資
料
群
を
紹
介
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
芋
銭
を
持
ち
上
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

一
度
当
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
と
、
そ
の
資
料
の
多
さ
に
驚
か
れ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
必
要
以
上
に
あ
が
め
奉
っ
て
い
な
い
こ
と
も
実
感
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

表
面
上
の
易
し
さ
と
は
裏
腹
に
、
芋
銭
芸
術
は
実
に
難
渋
で
奥
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
会
員
が
総
力
を
挙
げ
て
立
ち
向
か
っ
て
も
、
到
底
及
ば
な
い
も
の
が
多
数
あ

る
の
も
事
実
で
す
。
こ
れ
か
ら
後
も
、
調
査
研
究
を
推
し
進
め
、
未
解
決
の
も
の
が

解
明
さ
れ
れ
ば
、
展
覧
会
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

芋
銭
は
、疑
い
も
な
く
牛
久
の
宝
で
あ
り
誇
り
で
す
。ど
う
ぞ
、温
か
い
目
で
見
守
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

　

希
望
す
る
本
が
図
書
館
に
な
い
場

合
、
購
入
し
て
提
供
す
る
の
が
リ
ク
エ

ス
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
図
書
館
に
あ
る

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
本
は
、
毎
月
末
日
に
ま

と
め
て
書
店
に
注
文
し
ま
す
。
書
店
の

流
通
の
関
係
で
、
皆
さ
ん
の
手
元
に
本

が
届
く
ま
で
に
２
カ
月
ほ
ど
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
リ
ク
エ
ス

ト
カ
ー
ド
は
１
人
１
カ
月
に
つ
き
１

枚
で
す
。
限
ら
れ
た
予
算
内
で
購
入
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
の
名
前
で

の
リ
ク
エ
ス
ト
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

購
入
の
場
合
は
本
が
入
っ
て
か
ら
、
購

入
で
き
な
い
場
合
は
お
申
し
込
み
の

翌
月
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
価
な
本
や
全
集
な
ど
購

入
が
難
し
い
も
の
は
、
相
互
貸
借（
当

館
に
な
い
本
を
ほ
か
の
図
書
館
か
ら

借
用
し
、
利
用
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
）と
し
て
お
受
け
し
ま
す
。

※
雑
誌
・
視
聴
覚
資
料
お
よ
び
問
題

集
・
参
考
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

牛久市読書団体連合会総会記念講演
「日本の宰相」概論

日時　4月2日（金）午後2時～

場所　市中央図書館視聴覚室（2階）

講師　竹中佳彦氏（筑波大学大学院人文社会科学研究科教授）

入場料　無料※席は自由です。

主催　牛久市読書団体連合会
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消
防
団
の
あ
ゆ
み
②

消防団

NEWS
市交通防災課
☎内線1682

牛久市消防団沿革（昭和61年から平成22年）

年・月 内　　容
昭和61年6月 市制施行、牛久市消防団に改称
平成5年8月 日本消防協会から寄贈された乗用車を連絡車として配置
平成7年3月 牛久市防災行政無線戸別受信機を幹部・分団長宅に設置

平成15年7月 牛久市消防団本部に女性消防団を設置
平成19年4月 第27分団（大和田）と第29分団（中央）を統合し、第27分団（大和田中央）とする
平成20年4月 第19分団（上久野）と第20分団（下久野）を統合し、第19分団（久野）とする
平成21年2月 まちづくり交付金制度を活用し、水槽車を購入
平成21年6月 条例改正、入団資格から年齢上限を撤廃
平成22年2月 日本損害保険協会より消防車1台が寄贈される

　

前
回
か
ら
消
防
団

の
歴
史
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
昭
和
61

年
か
ら
現
在
ま
で
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

市
制
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
61
年
当
時

６
０
０
人
近
く
を
維
持
し
て
い
た
団
員

数
は
、
こ
こ
20
年
で
１
０
０
人
以
上
減

少
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
１
月
現
在
の

団
員
数
は
、
４
５
３
人
で
す
。

　

牛
久
市
消
防
団
で
は
、
団
員
の
確
保

に
加
え
、
限
ら
れ
た
人
員
で
職
務
を
全

う
し
て
い
く
方
法
を
模
索
し
、
女
性
団

員
の
任
命
や
、
分
団
の
再
編
、
事
業
の

見
直
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
水
槽
車
を
購
入
し
た
り
、
入

団
資
格
か
ら
年
齢
上
限
を
撤
廃
す
る
な

ど
し
て
組
織
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
改
革
を
進
め
団

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
団

員
個
々
が
持
つ
技
術
の
さ
ら
な
る
熟
達

を
目
指
し
、
牛
久
市
の
消
防
力
維
持
、

ま
た
、向
上
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

第
２
つ
つ
じ
が
丘
行
政
区
で
市
政
懇
談
会
を
開
催

　

１
月
31
日
に
第
２
つ
つ
じ
が
丘
行

政
区
で
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
か
ら
は
池
辺
勝
幸
市
長
を

は
じ
め
、
副
市
長
、
教
育
長
ほ
か
各

部
長
が
出
席
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

現
在
の
市
政
の
課
題
や
地
域
の
身
近

な
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
に
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た（
下
写
真
）。

　

当
日
、
市
政
懇
談
会
で
交
わ
さ
れ

た
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
提

言
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

場
所　

第
２
つ
つ
じ
が
丘
区
民
会
館

主
な
意
見
や
提
言（
抜
粋
）

・
牛
久
市
発
展
の
た
め
の
重
点
課
題

に
つ
い
て

・
牛
久
駅
周
辺
活
性
化
の
た
め
、
牛

久
駅
西
口
へ
の
大
型
店
舗
誘
致
な

ど
の
働
き
掛
け
は
で
き
な
い
も
の
か

・
牛
久
駅
西
口
へ
の
郵
便
局
誘
致
に

つ
い
て

・
田
宮
西
親
水
公
園（
仮
称
）
計
画
に

つ
い
て

・
第
２
つ
つ
じ
が
丘
区
民
会
館
脇
の

坂
道
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
決
算
書
の
作
成
・

提
示
に
つ
い
て

・
道
路
、
公
園
、
空
き
地
な
ど
の
清

掃
予
定
を
、
環
境
美
化
推
進
委
員

会
な
ど
を
通
じ
て
、
各
行
政
区
に

通
知
し
て
ほ
し
い

・
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線

の
ほ
か
、
医
療
機
関
に
利
用
で
き

る
バ
ス
の
運
行
を
お
願
い
し
た
い

※
市
で
は
、

市
長
が
地

域
の
さ
ま

ざ
ま
な
課

題

を

市

政
運
営
に

反
映
さ
せ

る
こ
と
を

目
的
と
し

て
、
各
行

政
区
役
員

の
方
々
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
行
政
区
や
自
治
会
単
位
で
実
施

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジhttp://w
w

w
.city.

ushiku.ib
a
ra

ki.jp/section/hisyo/

konda
nka

i/konda
nka

i_index.htm

問
い
合
わ
せ　

市
政
策
秘
書
課
☎
内

線
３
２
０
１
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　　新
牛久ごみ
ニュース

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
！

問い合わせ　市廃棄物対策課☎内線1571

☆
違
反
ご
み
は
毎
月
９
０
０
件
以
上

　

市
内
に
は
、
現
在
約
１
９
０
０
カ
所
の

ご
み
集
積
所
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
ご
み
集
積
所
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
順
番
で
清
掃
を
行
う
な
ど
し
て
、
ま
ち

の
美
観
や
衛
生
上
も
き
れ
い
な
状
態
が
保

た
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
を
無

視
し
た
ご
み
出
し
も
後
を
絶
た
な
い
の
が

現
状
で
す
。
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
ご
み
に

は
、「
違
反
ご
み
」
シ
ー
ル
（
黄
色
）
を
貼
り
、

排
出
者
に
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。
昨
年

４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
９
カ
月
間
に
違
反

ご
み
は
約
８
５
０
０
件
、
毎
月
９
０
０
件

以
上
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
違
反
ご
み
の
原
因
は
大
き
く
４
つ

　

図
１
は
違
反
ご
み
の
内
訳
を
示
し
た
グ
ラ

フ
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
指
定
日
以
外
に

出
さ
れ
た
も
の
」、「
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
な
い

で
出
さ
れ
た
も
の
」、「
回
収
で
き
な
い
も
の
」、

「
粗
大
ご
み
」
の
４
種
類
で
、
違
反
ご
み
の
大

部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

今
回
は
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
違
反
ご
み
の
お
話
で
す
。

☆
ル
ー
ル
違
反
は
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
か
ら

　

ご
み
集
積
所
に
違
反
ご
み
が
あ
る
と
美

観
を
損
な
い
、
見
た
方
に
不
快
感
を
与
え

る
ば
か
り
か
、
小
動
物
な
ど
に
よ
る
ご
み
散

乱
を
引
き
起
こ
し
、
周
辺
に
衛
生
面
で
迷
惑

を
掛
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
収
集
時
間

を
遅
ら
せ
る
大
き
な
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
違
反
ご
み
は
「
ル
ー
ル
分
別

表
」
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

み
を
出
す
方
は
、
最
後
ま
で
自
分
の
ご
み
に

責
任
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

違
反
ご
み
を
見
る
と
、
誰
も
が
不
愉
快

な
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

ご
み
集
積
所
が
自
分
の
家
の
前
に
あ
っ
た

と
し
た
ら
…
。「
ご
み
集
積
所
は
自
分
の

家
か
ら
見
え
な
い
場
所
に
置
い
て
欲
し

い
」
と
、そ
ん
な
声
を
頂
き
ま
す
が
、ル
ー

ル
を
正
し
く
守
る
こ
と
で
ご
み
集
積
所
が

い
つ
も
清
潔
で
き
れ
い
に
保
た
れ
た
ら
、

ご
み
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ご
み
集
積
所
は
市
民
の

皆
さ
ん
が
使
用
す
る
所
で
す
。
違
反
ご
み

を
無
く
す
に
は
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
が

大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

項目 正しい出し方
①指定日以

　外に出さ

　れたもの

・ごみや資源物を指定回収日以外に出すことは、違反

となります。

・特に、資源物である木くずが燃えるごみの日に出さ

れています。木くずは資源物の日に出してください。

・ごみや資源物はそれぞれ回収日が決まっていますの

で、指定回収日の朝８時までに分別して出していた

だくことで解決できます。
② 指定ごみ

　 袋に入 れ

　 ない で出

　されたもの

・当市は指定ごみ袋の利用が原則です。レジ袋や他市

町村のごみ袋の利用は違反ごみとなります。

・ラジカセなどの小型家電やプラスチック製品を指定ご

み袋に入れず、そのまま出すことは違反となります。

・燃えるごみ、燃えないごみ、プラスチックごみは、

必ず指定ごみ袋に入れて、口を結んでから出してく

ださい。
③回収でき

　ないもの

・自動車の部品やコンクリートブロック、パソコンなど、

牛久クリーンセンターで回収・処理できないごみをご

み集積所に出すことは、違反となります。

・回収・処理できないものは、購入した店舗やメーカー

などにお問い合わせください。
④粗大ごみ ・自転車や家具など、指定袋に入らない大きなごみは粗

大ごみとなり、ごみ集積所に出すことはできません。

・粗大ごみは直接牛久クリーンセンターに持ち込むか、電

話で粗大ごみの有料回収の申し込みが必要となります。

ごみを正しく出すことで違反ごみを回避

①指定日以外に

出されたもの

　39％ (3,249件）

②指定ごみ袋に入れな
いで出されたもの
　28％ (2,430件）

③回収できないもの

15％ (1,300件）

④粗大ごみ

14％ (1,210件）

⑤その他4％ (365件）

【
お
知
ら
せ
】

①
牛
久
市
指
定
ご
み
袋「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

専
用
袋
」の
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

名
称
…
「
白
色
ト
レ
イ
・
白
色
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
専
用
袋
」

実
施
時
期
：
４
月
１
日（
木
）※
在
庫
状
況

に
よ
り
順
次
変
更
し
て
い
き
ま
す
。

②
牛
久
市
行
政
情
報
出
前
講
座

　

ご
み
の
減
量
方
法
や
分
別
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
対
象
は
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
方
で
す
。

図1　違反ごみの内訳
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賃貸アパート退去時の敷金精算
　賃貸アパート退去時に修理・補修費用を敷金で精算した上、追加で支払いを

請求されることがあり、借り主の負担について問題が発生するケースがあります。

＜対処法＞

1. 退去時の点検には必ず立ち会い確認し、写真などに撮っ

ておくとよいでしょう。

2. 修理・補修などの明細書の内容をよく確かめ、納得が

できないものは説明を受けましょう。

3. 賃貸契約を締結するに当たり退去時の原状回復条件など、重要事項説明をよ

く確認し納得の上、契約するようにしましょう。

【国土交通省の「原状回復を巡るトラブルとガイドライン」によると】

①建物・設備などの年数が経過し自然劣化を含め、借り主の通常使用で発生する損耗

　（例：クロスや畳の日焼け）　

②借り主の故意・過失、そのほか通常使用を越えるような損耗

　（例：たばこの焦げ跡、壁紙・障子などの破れ）

　退去時の修繕費用のうち、①は毎月の家賃に含まれていると考えられますので、②が借り主の負

担といえるでしょう。詳しい内容についてはご相談ください。

相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

新鮮! お得! 「とくとく市」!
　毎月第4日曜日、牛久市営青果市場（田宮町624）で開催されている

「とくとく市」をご存じですか？

　地元の農家が丹精込めて育てた野菜や卵を対面販売。農家の主婦

のレシピを聞くチャンスです。中にはあっという間に売り切れてし

まうお店も。野菜や卵だけでなく、きれいなお花や、地元精肉店の揚げ物をはじめとするいろ

いろな総菜、和菓子やシフォンケーキ、リンゴ農家のオリジナルジュースやスナックも評判です。

　「とくとく市」は平成16年から始まり、今回（3月28日）で66回目。青果市場を開放して、地元

の農家と消費者が触れ合える機会をつくろうと企画されました。「牛久にもこんなにおいしい野

菜がある」と地域の消費者に知ってもらいたいという出店者の熱意

が原動力です。

　3月28日（日）も午前9時から11時まで開催します。温かいスープ

は無料でサービス。午前10時からは恒例のクーポン券（当日限り

有効）付きの格安品も100セット販売されます。また、ご来場ごと

に１つずつスタンプが押されるポイントカードも発行しています。

集めたスタンプの数だけ、半期に1度の大抽選会でくじを引けます

ので、そちらもお忘れなく。

問い合わせ　市営青果市場☎872-0042

～うしくスタイル～

みんなの
農 業
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牛久市景観計画・景観まちづくり条例がスタート
　市では、平成19年4月1日に景観行政団体となり、市内全域を景観計画区域とする「牛久市景観

計画」と「牛久市景観まちづくり条例」を制定し、4月1日から全面施行となります。牛久市景観計

画は、良好な景観の形成に関する計画で、この景観計画により市内における一定規模以上の建築

物や工作物の新築・増改築などには届け出義務が生じることになり、違反に対しては勧告や変更

命令が出されることになります。

◆景観計画重点地区を指定しています

　景観計画区域内でも特に良好な景観づくりを図るための地区を、第1次重点地区として以下の

5地区を指定しています。重点地区は、行為の制限基準も細かく規定しています。

・牛久沼周辺地区、遠山地区、結束地区、シャトー周辺地区、牛久駅周辺地区

◆届け出が必要になります

　景観計画では良好な景観づくりのため、建築物などのデザインや色彩について基準を定めてい

ます。4月から一定の大きさ以上の建築物や工作物を建築したり、開発行為などを行ったりする

場合には、行為に着手する30日前までに市へ届け出を行う必要があります。

◆これからの景観づくり

　景観計画を基に市民、事業者、行政が一体となって良好な景観づくりを進めていきます。なお、

「景観計画」は、市建築指導室ホームページでご覧いただけます。概要版については、「広報うしく

3月1日号」と一緒に配布しますのでご覧ください。

問い合わせ　市建築指導室☎内線2561

　　　　　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/kenchiku/keikan/keikan_index.htm

あなたのワンちゃん、

ご近所から好かれていますか？ 牛久の
わんこ

（飼い主のルールとマナー）

　【困ったお隣さん！その１】

　　隣の犬は、いつもつながれたまま、ふんと尿が

放置されて困っていると苦情が寄せられました。

□あなたのワンちゃん、散歩させていますか？

□飼育場所のふん・尿の始末をきちんとしていま

すか？

□無駄ぼえしていませんか？

□人通りの多い所にワンちゃんをつないでいませ

んか？ 

※知らず知らずのうちに、ご近所に迷惑を掛けてい

ることがありますので、注意しましょう。

散歩のマナーを守りましょう！ 

　愛犬のふん・尿の始末は、飼い主の責任です！公

園・道路や他人の土地、建物を汚さないようにしま

しょう。ふんの放置は条例違反となります。周辺の

環境美化に配慮した責任ある行動を取りましょう。

池田家（ひたち野東）の

“ごん太くん”

（雑種 / オス /10歳）

　ごん太くんは、

犬猫病院に捨て

られていました。

それを大切に育

てました。小さ

な命でも、大切

な命だからです。

今でも病院が大

好き！生まれつ

き皮膚病だけど、

ずっと…元気でいてね！

※今月号から、「牛久のわんこ」コーナーが始

まりました。あなたとワンちゃんのエピ

ソードを聞かせてください！掲載希望の

連絡は市環境政策課まで！

問い合わせ　市環境政策課☎内線1563
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　市では、平成18年度から、65歳以上の皆さんを対象に、各行政区の区民会館を会場として「元気

教室」を実施しています。

　この元気教室は、皆さんが生涯にわたって元気で自立して過ごしていけるように、各自の健康を

見つめるためのきっかけづくりとして、健康講話や体力測定、うしくかっぱつ体操、口腔体操、地

区サークル紹介などの内容を盛り込み実施しています。今回は、この教室を始めて4年目となるこ

とから、教室の実施報告と成果について抜粋してお知らせします。

問い合わせ　市高齢福祉課☎内線1754

介護予防事業『元気教室』実施報告

①教室実施状況

　平成18年度に2行政区をモデルに実施。平成19～21年度の3年間で実施した行政区数が表1になり

ます。教室終了後のアンケートで、2年に1回の開催を希望する行政区が大半だったため、今後は、2～

3年に1回実施する予定です。

②参加者個人レベルで教室の効果が現れています

　平成21年度に2回目の元気教室を実施した中で、1回目、2回目とも両方参加された方が691人中

350人（51％）いらっしゃいました。その方々の体力テストの結果が前回よりも上がった方、同じだっ

た方が259人（74％）、下がった方が91人 (26％）でした。このことから、教室参加をきっかけに高齢

期の体力を維持、改善することが可能であることがうかがえます。

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
開催行政区数 2 18 15 15（11）

※平成18～21年度で39行政区に実施。（　）内は2回目を実施した行政区数。

③市全体としても介護予防の効果が現れています

　現在の人口構成は、団塊世代の方が突出して多

いのが最大の特徴です。牛久市でも、毎年おおよ

そ1,000人ずつ65歳以上の人口が増えています。

今後もこの上昇が止まることはありません。しか

し、介護保険の新規認定率は平成17年度、全体の

認定率は平成18年度を境に減少しています。この

減少は、高齢化率と反比例していて、「元気な高齢

者が増えている」ことの証です。（図1参照）

④実施行政区からうれしい声が届いています

  元気教室実施後のアンケートでは、すべての

行政区から「実施して良かった」（69％）、「まあ良

かった」（31％）と回答がありました。具体的な

理由としては、「ボランティアとして若い方が参

加することで世代を超えた交流ができた」、「夫

婦でウオーキングする姿が見られるようになっ

た」、「参加者同士の交流が深まった」などの地域

交流の変化が多かったようです。（右表参照）

※地域交流を図り、地域全体で介護予防を実現していく架け橋になる元気教室に、ぜひ参加してく

ださい。未実施行政区の開催も大歓迎です。ぜひご連絡をお願いします。

具体的な変化について 回答件数
出会ったときに声を掛ける人が増えた 19
地区公民館のサークルなどの参加者が増えた 9
地区の行事などへの参加者が増えた 8
ボランティアさんたちの結束力が強まった 8
閉じこもりがちだった人が外に出ているのを見掛けるようになった 6
その他 4
新しいサークルができた 2
新たにボランティアグループができた 1

（％）

（年度）Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

表１ 元気教室開催行政区数

図1 介護認定率・高齢化率について

高齢化率

認定率

新規認定率
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
四
十
九
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

つ
く
ば
市
在
住
・
中
根
房
子
さ
ん
の
思
い

出
の
記―

『
時
空
を
越
え
た
慈
愛
の
ま
な

ざ
し
の
住
井
先
生
』―

中
根
房
子（
平
成
22
年
１
月
７
日
記
す
）

　

正
月
三
が
日
も
つ
つ
が
な
く
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
日
７
日
は
住
井
す
ゑ
先
生
が
生
き
て
い

れ
ば
百
八
回
目
の
誕
生
日
に
あ
た
り
ま
す
。

　

明
治
35
年（
１
９
０
２
年
）
と
い
う
遠
い

昔
に
生
を
受
け
、
95
歳
と
半
年
近
く
も
生

き
ら
れ
た
先
生
は
、
も
っ
と
も
人
間
ら
し

く
人
間
を
全

ま
っ
と

う
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
先
生
の
信
奉
者
の
一
人
で
あ
る
こ

と
を
何
よ
り
も
誇
り
に
思
い
続
け
て
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
正
月
７
日
は「
七な

な
く
さ
が
ゆ

草
粥
」
の
日
で

す
。
毎
年
独
り
暮
ら
し
で
も
七
草
粥
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
先
生
に
思
い
を
馳は

せ
、

心
で
対
話
し
な
が
ら
伝
統
的
な「
粥
」
を
自

己
流
に
食
し
な
が
ら
先
生
の
誕
生
日
に
先

生
か
ら
の
慈
愛
の
ま
な
ざ
し
を
脳
裏
に
浮

か
べ
て
楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

真
っ
赤
な
人に

ん
じ
ん参

は
太
陽
を
、
大
根
の
葉
っ

ぱ
は
緑
豊
か
な
大
地
を
、
真
っ
白
な
大
根

や
米
、
餅も

ち

を
配
し
て
彩
り
も
鮮
や
か
な
大

自
然
に
見
立
て
、
先
生
も
一
口
い
か
が
で

す
か
と
語
り
か
け
て
は
満
足
な
の
で
す
。

誰
が
考
え
た
か
バ
ラ
ン
ス
よ
く
考
案
さ
れ

た
粥
の
小
宇
宙
を
楽
し
ん
で
い
る
自
分
の

姿
に
童わ

ら

べ女
の
よ
う
な
先
生
の
瞳

ひ
と
み

が
重
な
っ

て
、
不
思
議
な
世
界
を
醸か

も

し
出
し
て
い
る

余よ

い

ん韻
の
中
で
私
も
微ほ

ほ

笑え

ん
で
今
日
を
過
ご

し
て
い
る
の
で
す
。

　

先
生
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
私
が
ま
だ

10
代
の
昭
和
30
年
頃
で
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
伊
奈
村（
現
つ
く
ば
み
ら
い

市
）は
青
年
団
運
動
の
盛
ん
な
村
で
あ
り
ま

し
た
。
３
歳
年
上
の
私
の
姉
を
介
し
て
知
っ

た
先
生
は
実
に
新
鮮
強
烈
で
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
も
30
年
代
の
農
村
で
女
が
多
勢
の

前
で
自
分
の
意
思
を
主
張
し
、
意
見
を
述

べ
る
。
つ
ま
り
、
し
ゃ
べ
る
な
ど
と
考
え

も
し
な
か
っ
た
時
代
に
先
生
は
近
隣
の
農

村
の
若
者
た
ち
の
学
習
会
に
、
講
演
に
、

成
人
式
に「
ご
あ
い
さ
つ
」
の
依
頼
を
受
け

て
引
っ
張
り
だ
こ
で
し
た
。
モ
ン
ペ
姿
で

気
取
ら
な
い
わ
か
り
や
す
い
話
し
方
で
聴

く
者
の
心
を
グ
ン
グ
ン
と
引
き
付
け
ら
れ

て
や
ま
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

先
生
は
農
村
の
女
た
ち
に
、
常
に
行
動

す
る
勇
気
を
持
て
と
発
信
さ
れ
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
農
業
新
聞
の『
女
の
階
段
』

の
全
国
集
会
に
も
駆
け
付
け
て
は
元
気
付

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
時
は
、
茨
城
県
の
農
家
の
ペ
ン
を

持
つ
女
た
ち
の『
い
ば
ら
』
の
集
会
の
会
場

に
先
生
宅
を
お
借
り
し
た
り
、
現
代
農
業

の
依
頼
で
の
座
談
会
も
先
生
の
お
宅
を
会

場
に
拝
借
し
ま
し
た
。

　

先
生
は
常
に
弱
い
者
の
味
方
、
権
力
を

か
さ
に
す
る
者
を
良
し
と
せ
ず
、
先
生
の

根
本
に
は
、人
間
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

「
は
た
ら
く
人
が
地
球
の
あ
る
じ
」と
色
紙

に
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
か
ら
の
数
々
の
伝
言
、
色
紙
に
託

さ
れ
た
も
の
な
ど
を
、
私
は
書
き
写
し
、

目
に
付
く
と
こ
ろ
に
飾
っ
て
は
座
右
の
銘

に
し
ま
し
た
。

　

私
は
先
生
の
お
連
れ
合
い
、
犬
田
卯
先

生
の『
村
に
闘
ふ
』
や
そ
の
他
の
も
の
も
拝

読
し
、
卯
先
生
の
世
界
観
に
も
傾
注
し
て

い
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
だ
ふ

る
さ
と
の
卯
先
生
の
方
言
訛な

ま

り
が
ま
る
で

子こ

も

り

う

た

守
唄
の
よ
う
に
心
地
よ
く
心
に
響
い
て

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
の
母
は
牛
久
沼
の
沼
べ
り
の
村
、
小

さ
な
集
落
の
出
身
で
す
。

　

物
心
つ
く
頃
か
ら
母
の
実
家
に
連
れ
ら

れ
て
行
く
の
が
私

わ
た
し
た
ち達

姉
弟
の
最
大
の
楽
し

み
で
し
た
。
浮
田
と
呼
ば
れ
る
沼
の
田
ん

ぼ
や
水
路
、
田
ん
ぼ
の
寄
せ
に
植
え
ら
れ

て
い
る
黄
色
に
花
咲
く
ア
ヤ
メ
。
田
植
え

や
稲
刈
り
も
手
伝
い
に
行
っ
た
娘
時
代
を

振
り
返
る
と
懐
か
し
い
で
す
。

　

私
の
父
は
す
ゑ
先
生
よ
り
も
一
歳
年
下
、

95
歳
に
１
カ
月
足
ら
ず
の
生
涯
で
し
た
の

で
、
父
母
を
通
し
て
先
生
ご
夫
妻
の
生
き

た
時
代
を
思
い
や
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

生
身
の
人
間
と
し
て
先
生
が
少
し
ず
つ
老

い
て
行
く
様
子
も
ま
た
父
母
と
重
な
っ
て

切
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

卯
先
生
の
小
説
を
通
し
て
父
た
ち
の
青

春
時
代
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ

と
も
出
来
、
そ
の
時
代
背
景
の
中
で
悶も

ん
も
ん々

と
悩
み
苦
し
み
な
が
ら「
改
革
の
炎
」
を
次

代
の
人
間
の
幸
せ
の
為
に
燃
や
し
続
け
た

卯
先
生
の
気
概
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

卯
先
生
は「
日
本
農
民
文
学
会
」
初
期
の

活
動
に
関
わ
ら
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
。
も

う
半
世
紀
も
以
前
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
情
熱
の
燃
え
た
ぎ
る
炎
は
現
代
の
わ

た
し
達
に
点
火
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
炎
を
次
世
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た

く
文
字
を
刻
も
う
と
覚
悟
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

…
七
草
粥
は
野
菜
類
の
乏
し
く
な
る
冬

季
の
野
山
か
ら
よ
う
や
く
探
し
当
て
た
野

の
幸
。
無
病
息
災
を
祈
っ
た
先
人
の
叡え

い

ち智

の
結
晶
で
あ
り
ま
す
。

　

私
も
七
草
粥
に
感
謝
し
な
が
ら
命
の
あ

る
限
り
、
未
来
永え

い
ご
う劫
に
向
か
っ
て
、
時
空

を
越
え
た
す
ゑ
先
生
の
遺
志
を
続
く
子
ら

に
伝
達
し
よ
う
と
心
を
新
た
に
し
た
一
日

で
あ
り
ま
し
た
。

住井すゑ（写真右）と中根房子さん

－平成2年（1990年）12月住井宅書斎にて撮影―
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＜148＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎873-2486 FAX873-2895

（98）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎871-2301 FAX871-1334

加盟団体紹介 催し物のご案内

コーラス・タンポポ（代表：柴田文代☎874-5190）

　当団は今年創立35周年記念コンサートを開催し

ます。皆さんのご来場をお待ちしています。

日時　4月18日（日）午後2時

場所　市中央生涯学習センター文化ホール

入場料　無料

曲目　「美しく青きドナウ」、「川の流れのように」、

「パリの空の下」、組曲「古都幻想」ほか

●第12回全日本相撲甚句協会発表大会

日時　4月4日（日）午前10時～午後5時

場所　東京浅草公会堂

入場料　無料

問 い合わせ　牛久相撲甚句会（山下）☎871-4848

1月18日（月）、「あな

たの街で夢コンサー

ト」が大盛況に終わり

ました。地元の出演

者の歌声が会場を盛

り上げました。

文 化 公 演 事 業

4月11日（日）午後4時～
市中央生涯学習センター文化ホール

ヘルシーボールサークル「Beヘルシー」代表：甚田あや子
【活動目的】ヘルシーボールは簡単なルールなので、年

齢 ･ 性別問わず楽しむことができます。運動の苦手な

人やこれからスポーツを始めようと思っている人への

きっかけづくりをお手伝いしています。
【活動内容】牛久運動公園で、市民対象のヘルシーボール教

室を開催中。日時は「広報うしく」でお知らせしています。
【会費など】サークル員は年1,000円、教室参加者はその都度

保険料100円
【問い合わせ】甚田☎874-6804

≪加盟団体紹介≫ 牛久野球連盟
渡部役男☎874-5876

　私たちは、市内にお住まいの野球愛好者に

向けて親善・友好の和を広げ、野球拡大に鋭

意努力を続けています。楽しい野球をするた

めには、充実した施設とゲ－ムを指揮する審

判技術が不可欠です。そこで当連盟では市民

の皆さんが感動する場面が見られるよう県大

会、全国大会などが実施できる市民球場の改

修工事を市側に要請しています。皆さんのご

支援ならびにご理解をよろしくお願いします。

KOBUDO　古武道
～尺八・チェロ・ピアノコンサート～

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

牛
久
発
祥
?!

「
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
」

市
内
野
球
大
会
の
運
営
も
し
て

い
ま
す
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祝
！
8
万
人
目
の

　
　
　
　

牛
久
市
民
誕
生

　

１
月
31
日
、
牛
久
駅
東
口
駅
前
広
場

ロ
ー
タ
リ
ー
で「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

た
め
の
社
会
実
験
」
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
み
は
、
市
街
地
の
活
性
化
を

　

１
月
31
日
、
人
口
８
万
人
突
破
を
記

念
し
て
、
昨
年
12
月
21
日
に
誕
生
し
た

８
万
人
目
の
市
民
、
割わ
り
ざ
や鞘
咲さ

ら蘭
さ
ん
を

祝
う
た
め
、
ご
両
親
の
雅
一
さ
ん
・
伸

恵
さ
ん
夫
妻
と
咲
蘭
さ
ん
が
市
役
所
に

招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
両
親
に
池
辺
勝
幸
市
長
か
ら
は

記
念
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
の
花

瓶
が
、
副
市
長
か
ら
は
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
父
親
の
雅
一
さ
ん
は「
初
め

に
聞
い
た
と
き
に
は
驚
き
ま
し
た
。
８

と
い
う
数
字
は
縁
起
が
良
く
て
う
れ
し

い
」と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
久
さ
く
ら
の
会（
鈴
木
幸
吉

会
長
）か
ら
は
、
誕
生
を
記
念
し
て
サ
ク

ラ
の
植
樹
の
目
録
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

池辺市長から記念品を受け取る割鞘さん

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
駅
前
を

目
的
と
し
て
、
牛
久
ワ
イ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
に
基
づ
き
、「
安
全
で
使
い
や
す

く
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
っ
て
楽
し
い
、
牛

久
駅
東
口
駅
前
広
場
を
つ
く
ろ
う
」
と

い
う
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
や
手
品
、
焼
き
鳥
や

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
や
っ
て
来
て
、
来
場
者
は
食
事
を
取

り
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し

た
。「
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
答
え
る
方
や
、
帰
り

に
地
元
産
の
野
菜
を
お
土
産
に
買
う
方

な
ど
、
来
場
者
は
駅
前
の
空
間
を
十
分

に
堪
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
社
会
実
験
の
成
果
は
、
こ
れ
か

ら
の
牛
久
駅
東
口
駅
前
広
場
の
活
性
化

の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

にぎわいを見せた牛久駅東口駅前広場

ロータリーを利用したステージでの演奏

地
元
産
の
食
材
を
使
っ
て

　

１
月
29
日
、
市
内
の
小
中
学
校
12
校

で
、
牛
久
産
の
食
材
を
使
っ
た
学
校
給

食「
牛
久
の
日
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
牛
久
の
日
」は
、
地
産
地
消
・
食

育
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
牛
久
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ご
飯
を
は
じ
め
、
下
根
町
で

採
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た「
い
も
ま

ん
！
」、
豚
肉
と
ニ
ラ
の
み
そ
い
た
め
、

な
ま
す
、
か
き
玉
汁
で
、
牛
乳
以
外
は

す
べ
て
牛
久
産
の
食
材
を
使
用
。

　

向
台
小
学
校
で
は
８
人
の
生
産
者
を

招
き
、
１
年
生
の
児
童
と
一
緒
に
お
い

し
く
て
安
全
な
地
元
産
の
給
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

生産者の方へ感謝を述べる児童たち
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我
が
家
の
き
ず
な
調
印
式

障
害
者
連
合
会
要
望
書
を
提
出

　

１
月
26
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で「
我
が
家
の
き
ず

な
」調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に

10
組
、
見
直
し
３
組
が
調
印
し
、
市
内

の
締
結
総
数
は
51
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の「
我
が
家
の
き
ず
な
」は
、
一
人

ひ
と
り
の
仕
事
と
家
庭
に
お
け
る
役
割

と
責
任
を
、
家
族
全
員
で
話
し
合
っ
て

決
め
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
を
目
指
す

た
め
の
ル
ー
ル
と
し
て
文
章
に
し
た
も

の
で
す
。

　

新
規
締
結
者
の
花
島
常
雄
さ
ん
は

「
こ
の
協
定
を
契
機
に
今
ま
で
以
上
に

や
り
が
い
を
持
っ
て
農
業
に
従
事
し
、

牛
久
の
農
業
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」
と

今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

家族のルールにみんなで調印

　

牛
久
市
障
害
者
連
合
会
で
は
、
昨
年

12
月
28
日
に
池
辺
勝
幸
市
長
へ
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
牛
久
市
障
害
者
連

合
会
は
、
９
つ
の
障
害
者
団
体
か
ら
構
成

さ
れ
、
障
が
い
者
の
地
域
生
活
の
実
現
と

障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
解
決
で
き
な
い
課
題
や
行
政

へ
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
各

障
害
者
団
体
で
は
、
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
や
、
そ
の
ご
家
族
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
牛
久
市
障
害
者

連
合
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w

w
.u

sh
ik

u
-sh

im
in

.jp
/u

cu
zz2

/

in
d
ex

.h
tm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

池辺市長と牛久市障害者連合会の皆さん

つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

昨
年
10
月
、
つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ「
つ
つ
じ
会
」が
、「
平
成
21
～
22
年

度
茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
モ
デ
ル

ク
ラ
ブ
」と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
１
月
18
日
に
つ
つ
じ

が
丘
区
民
会
館
で
、
県
老
連
岡
崎
事
務

局
次
長
か
ら
指
定
に
至
る
経
緯
の
説
明

な
ど
が
あ
り
、
つ
つ
じ
会
の
柴
田
群
治
会

長
に
助
成
金
３
万
円
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
会
長
か
ら
は
、
現
状
報
告
や
活
動

報
告
が
さ
れ
、
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
に
正
式
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
31
周
年
を
迎
え

た
つ
つ
じ
会
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」を
守

り
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
を
支
え
合
え
る
世
の
中
に

　

２
月
６
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、「
こ
こ
ろ
の
健

康
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
立
医
療
大
学
の
精
神
科
医
で
医
学

博
士
の
山
川
百
合
子
先
生
に
よ
る
講
演

会
で
は
、
精
神
症
状
の
表
れ
方
を
、
心

を
洗
面
器
、
う
つ
や
幻
覚
症
状
を
石
に

例
え
て「
若
い
う
ち
は
洗
面
器
の
水
が

な
み
な
み
入
っ
て
い
る
状
態
で
、
中
に

入
っ
て
い
る
石
が
見
え
な
い
け
れ
ど
、

加
齢
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
水
面
が
下

が
っ
て
く
る
と
岩
が
見
え
て
く
る
」
と

分
か
り
や
す
く
説
明
。

　

講
演
会
の
後
に
は
、
映
画「
ふ
る
さ

と
を
く
だ
さ
い
」
の
上
映
や
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
参
加
者
は
心
の
病
や
障
害
に
関
す

る
知
識
や
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

「こころの健康」を語る山川百合子先生

つつじが丘シニアクラブ「つつじ会」の皆さん
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距
離
を
越
え
て
都
市
交
流

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の

　

事
業
促
進
な
ど
を
要
望

　

２
月
１
日
、
親
善
友
好
都
市
の
宮
城
県

色
麻
町
役
場
と
牛
久
市
役
所
を
光
回
線

で
結
び
、
池
辺
勝
幸
市
長
と
伊
藤
拓
哉
町

長
、
ま
た
、
相
互
訪
問
し
親
交
を
深
め
て

き
た
住
民
同
士
が
テ
レ
ビ
会
談
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
色
麻
町
が
総
務
省
の「
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
」と
し
て
、

町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し

た
記
念
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

池
辺
市
長
が「
雪
は
い
か
が
で
す
か
」と

尋
ね
る
と
、
伊
藤
町
長
は「
暖
冬
の
影
響

で
少
な
い
で
す
」と
答
え
る
な
ど
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
会
談
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で「
カ
ッ
パ

ブ
ギ
色
麻
」を
踊
り
、
振
り
付
け
し
た
西

川
流
西
川
扇
若
衛
先
生
が
講
評
す
る
な

ど
、距
離
を
越
え
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

光回線を利用した会談の様子

　

１
月
25
日
、
池
辺
勝
幸
市
長
ら
は
県

土
木
部
に
対
し
て
、
国
道
６
号
バ
イ
パ

ス
の
整
備
促
進
と
牛
久
市
か
ら
つ
く
ば

み
ら
い
市
間
の
新
規
道
路
２
路
線
に
つ

い
て
の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

池
辺
市
長
は
、
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス

の
整
備
促
進
と
全
線
の
早
期
開
通
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
牛
久
市
・
つ
く
ば
市
・

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
３
市
を
結
ぶ
新
規

道
路
が
県
の
計
画
構
想
に
盛
り
込
ま
れ

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
根
本

洋
治
市
議
会
議
長
、
茶
谷
巌
市
議
会
議

員
の
ほ
か
、
近
隣
の
議
員
ら
も
同
行
し
、

地
元
地
域
全
体
が
要
望
内
容
に
つ
い
て

強
く
望
ん
で
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

冬の駅前を彩る「イルミネーショントレイン」

光
の
電
車
が
出
発
進
行
！

　

１
月
30
日
・
31
日
、
牛
久
駅
東
口
駅

前
広
場
で「
ブ
リ
ア
ン
ト
ヴ
ィ
ル
う
し

く
」に
関
連
し
て「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
イ
ン
」
が
運
行
さ
れ
、
２
日
間
で

約
６
０
０
人
が
電
飾
さ
れ
た
電
車
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
始
ま
っ
た
こ
の「
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
イ
ン
」
も
２
年

目
を
迎
え
、
す
っ
か
り
冬
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
。
車
体
の
周
り
が
赤
や
青
、

緑
な
ど
の
電
飾
に
包
ま
れ
た
電
車
を
目

当
て
に
集
ま
っ
た
お
客
さ
ん
が
行
列
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　

｢

出
発
進
行
！｣

の
掛
け
声
で
電
車
は

出
発
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
乗
客

た
ち
は
笑
顔
で
乗
車
し
ま
し
た
。

県土木部都市局長に要望書を手渡す池辺市長

う
し
く
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

　

１
月
30
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で「
う
し
く
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。
移
動
式
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
上
映
や
種
を
使
っ
た

遊
び
の
ほ
か
、
大
講
座
室
で
は
、
市
内

の
小
中
学
校
代
表
４
校
に
よ
る
環
境
学

習
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

牛
久
小
学
校
の
４
年
生
は
、
ビ
オ

ト
ー
プ
と
学
校
裏
の「
ヘ
ビ
山
」に
多
く

の
生
き
物
が
来
る
よ
う
に
、
生
き
物

の
目
に
な
っ
て
改
造
計
画
を
考
え
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は「
活
動
を
通
じ
て
周
り

の
環
境
が
良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
。
次
の
学
年
に
活
動
を
引

き
継
ぎ
た
い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 牛久小学校の4年生による環境学習発表
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大会名 順位・チーム名

市
内
大
会

第29回新人戦 【優勝】牛久中根サンダース 【準優勝】奥野ライナーズ
第29回春季大会 【優勝】刈谷イーグルス 【準優勝】奥野ライナーズ
第29回秋季大会 【優勝】牛久中根サンダース 【準優勝】奥野ライナーズ
第8回ジュニア大会 【優勝】刈谷イーグルス 【準優勝】牛久中根サンダース
第24回牛久杯 【第3位】牛久ティガース 【第3位】刈谷イーグルス

近
隣
市
町
村
大
会

21年度牛久市長杯 【第3位】刈谷イーグルス
第13回ロータリー杯 【準優勝】牛久ティガース 【第3位】刈谷イーグルス
第5回稲敷市長杯 【準優勝】牛久中根サンダース【第3位】奥野ライナーズ
第13回美浦村大会 【第3位】牛久ジュニアエイト
日刊スポーツ新聞社杯【準優勝】刈谷イーグルス

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

木
々
た
ち
が
厳
冬
の
中
い
き
い
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　
　
　

村
山
さ
ん

み
ぞ
れ
で
も
春
が
来
る
よ
と
ス
ズ
メ
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　
　

小
山
さ
ん

茅
葺
き
の
屋
根
に
ね
こ
ろ
ぶ
小
猫
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
町　
　

酒
井
さ
ん

霜
柱
子
ら
の
足
踏
み
冬
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　
　
　

岡
村
さ
ん

朝
起
き
て
神
気
養
う
観
音
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　
　

砂
押
さ
ん

か
っ
ぱ
つ
体
操
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

月
田
さ
ん

年
賀
状
手
書
き
の
方
は
唯
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
町　
　

飯
塚
さ
ん

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便
りをお待ちしています。

☆
…
先
日
、
市
内
の
団
地
に
出
掛
け
、
道

に
迷
っ
て
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
犬
の

散
歩
中
の
人
と
出
会
い
、
道
を
尋
ね
る

と「
私
が
あ
な
た
の
分
か
る
所
ま
で
一
緒

に
行
き
ま
し
ょ
う
」と
案
内
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

ご
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
私
が
何
か

で
困
っ
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
と
き
は
、

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
心

温
ま
る
一
日
で
し
た
。

神
谷　
　

長
澤
さ
ん

平
成
21
年
度
牛
久
市
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
年
間
成
績

ゆ
っ
た
り
館
露
天
風
呂
で
は
旅
三
昧

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

二
國
さ
ん

柊
が
椿
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
町　
　
　

木
村
さ
ん

絹
ず
れ
の
音
も
ゆ
か
し
や
晴
れ
小
袖

　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　
　

清
水
さ
ん

山
間
に
声
も
は
ず
ん
で
春
の
旅　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町　
　
　

増
田
さ
ん

寒
風
に
何
も
で
き
ぬ
と
言
う
母
が

　
　
　
　

手
を
振
る
姿
ミ
ラ
ー
に
見
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
町　
　

宍
戸
さ
ん

日
に
一
度
シ
ン
ク
に
置
き
て
水
を
注
ぐ

　
　
　
　

居
間
を
彩
る
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
希
望

南・犬塚さん

さくら台・二國さん
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牛
久
市
景
観
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

市
で
は
、
牛
久
の
美
し
い
景
観
を
育

ん
で
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る「
牛
久
市

景
観
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

牛
久
駅
東
口
で
は
、
駅
前
広
場
再
整
備

に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
内

の
良
好
な
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
市
民
団
体「
牛
久
市
景
観

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
の
共
催

の
も
と
、
牛
久
小
学
校
と
中
根
小
学
校

で
実
施
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
の

子
ど
も
た
ち
の
成
果
発
表
と
と
も
に
、
今

年
度
取
り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
発
表
の
場
と
し
て「
牛
久
市
景
観
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
13
日（
土
）午
後
２
時
～
４

時
30
分

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画
課
☎
内
線

２
５
２
４

介
護
保
険
住
宅
改
修
費「
受
領

委
任
払
い
制
度
」に
つ
い
て

　

市
で
は
、
介
護
保
険
住
宅
改
修
費
の

支
給
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の「
償
還

払
い
制
度
」
に
加
え
て
、「
受
領
委
任
払

い
制
度
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◎
介
護
保
険
住
宅
改
修
費
と
は

　

在
宅
の
要
介
護
者
ま
た
は
要
支
援
者

が
、
手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
解
消

な
ど
の
住
宅
改
修
を
行
う
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
費
用
の
上

限
は
20
万
円
で
、
利
用
者
は
そ
の
１
割

を
負
担
し
ま
す
。
住
宅
改
修
費
の
支
給

は
、
必
ず
事
前
に
市
に
申
請
し
、
要
介

護
者
の
心
身
の
状
況
や
住
宅
の
状
況
か

ら
改
修
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
行
わ

れ
ま
す
。

◎「
償
還
払
い
制
度
」と
は

　

利
用
者
が
い
っ
た
ん
改
修
費
用
の
全

額
を
施
工
業
者
に
支
払
い
、
後
日
、
介

護
保
険
対
象
工
事
費
用
の
９
割
分
を
市

か
ら
利
用
者
へ
支
払
い
ま
す
。

◎「
受
領
委
任
払
い
制
度
」と
は

　

利
用
者
が
介
護
保
険
対
象
工
事
費
用

の
１
割
を
施
工
業
者
に
支
払
い
、
保
険

給
付
す
る
９
割
分
を
利
用
者
か
ら
受
領

の
委
任
を
受
け
た
施
工
業
者
へ
直
接
支

払
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
の

一
時
立
て
替
え
に
よ
る
経
済
的
な
負
担

が
軽
減
し
ま
す
。「
受
領
委
任
払
い
」
に

よ
る
住
宅
改
修
は
、
市
に
受
領
委
任
払

い
の
登
録
を
し
た
施
工
業
者（
事
前
登

録
制
）で
の
利
用
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
滞
納
者
は
、
受
領
委
任
払

い
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課
☎
内
線

１
７
５
２

牛
久
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
募
集

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
電
気
工

作
、
木
工
工
作
な
ど
の
活
動
を
通
し
て

科
学
技
術
へ
の
関
心
を
育
て
、
創
造
力

を
養
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
活

動
内
容
の
立
案
お
よ
び
指
導
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

原
則
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

場
所　

神
谷
小
学
校
図
工
室

問
い
合
わ
せ　

発
明
ク
ラ
ブ（
佐
藤
）☎

０
９
０
・
９
３
０
３
・
８
８
９
０

霞
ケ
浦
水
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、

開
設
５
周
年
を
記
念
し
て「
霞
ケ
浦
水

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
霞
ケ
浦
の
環
境

学
習
の
未
来
を
考
え
る
～
」
を
開
催
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
学
習
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
次
世
代

の
水
環
境
保
全
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
13
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

場
所　

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

（
土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
）

テ
ー
マ　

霞
ケ
浦
の
環
境
学
習
の
未
来

を
考
え
る

内
容　

①
霞
ケ
浦
の
環
境
を
考
え
る
集

い
②
環
境
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
水
質
検
査
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
観
察
、

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り
、投
網
体
験
、

竹
と
ん
ぼ
作
り
、
丸
太
切
り
体
験
）

③
展
示
コ
ー
ナ
ー

入
場
料　

無
料
※
土
浦
駅
東
口
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

問
い
合
わ
せ　

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
環
境
活
動
推
進
課
☎
８
２
８
・

０
９
６
１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.ka

sum
ig

a
ura

.pref.iba
ra

ki.jp/

新型インフルエンザ電話相談
相談日時　月～金曜日午前8時30分～午後5時15分※祝日を除く。
問い合わせ　市保健センター☎873-2111内線1742～1745
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全にデジタル放送に
移行し、アナログ放送は終了します。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

第
91
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

４
月
４
日

（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

申
込
開
始
日　

３
月
17
日（
水
）～

定
員　

約
40
区
画
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

出
店
料　

２
０
０
０
円

※
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
内
線

２
５
５
１

　

「
広
報
う
し
く
」は
、
毎
月
１
日
号

（
行
政
区
配
布
）と
15
日
号（
新
聞
折

り
込
み
）の
月
２
回
発
行
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
す
べ
て

の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
内
の
各
公
共
施
設
、
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
部
を

除
く
）な
ど
に
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

かっぱメール（牛久市メールマガジン）が
より便利に使いやすくなりました！

①かっぱメールの過去の配信メールを閲覧できる機能が

追加され、より便利に！

　現在、かっぱメールでは、火災発生および鎮火情報、牛久

市における地震情報、行方不明者情報、不審者情報、学校・

幼稚園・保育園における行事予定、市の行事情報などを配信

しています。パソコンや携帯電話で、市ホームページ内のかっ

ぱメールのページにアクセスし、『バックナンバー』から、こ

れら情報の過去に配信されたメールの閲覧ができます。かっ

ぱメールに登録していない方でも利用できます。

　閲覧できる情報は、平成22年1月4日以降に配信された情報と

なります。また、利用者に配信したメールをそのまま掲載して

いるため、過去の配信メールの内容欄に記載してあるＵＲＬに

ついては、必ずしも対応していませんのでご了承ください。各

イベントなどの詳細については担当課へお問い合わせください。

②かっぱメールの登録方法を見

直し、より使いやすく！

　「登録方法が分かりづらい」「登

録がうまくいかない」などで、かっ

ぱメールの登録を断念してしまっ

た方もいらっしゃるのではないで

しょうか？

　今回利用者側の立場に立って、

これまでより使いやすくなるよう

に登録方法を見直しました。

この機会に、ぜひご登録ください！
　かっぱメールの過去の配信メールの閲覧、かっぱメールの新規登録・配信情報メニューの追加登

録や解除については下記の方法で行ってください。

★パソコンで利用する場合…パソコン用アドレス（http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/mailmag/index.aspx）

からアクセスしてください。

★携帯電話で利用する場合…右記のコードを読み取るか、携帯電話アドレス（http://

www.city.ushiku.ibaraki.jp/mailmag/i/index.aspx）からアクセスしてください。

※かっぱメールの登録をする場合は、上記方法のほか、登録依頼書でも登録ができます。

※パソコンで登録依頼書をダウンロードし必要事項を記入の上、下記の場所に用意して

ある「市長への手紙」ポストに投かんするか、市情報政策課（市役所本庁舎1階）に直接ご持参ください。

◇「市長への手紙」ポスト設置場所◇

　市役所本庁舎、牛久駅前出張所、市中央図書館、市中央生涯学習センター、三日月橋生涯学習センター、

奥野生涯学習センター、牛久運動公園、市総合福祉センター、牛久自然観察の森、牛久クリーンセンター

問い合わせ　市情報政策課☎内線1671～1672
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

日
本
語
教
室（
平
成
22
年
度

１
学
期
）受
講
者
募
集

　

日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
た
め
、

困
っ
て
い
る
外
国
人
の
お
友
達
や
ご
近

所
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
教

室
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
13
日
～
７
月
15
日
の
毎
週

木
曜
日【
午
前
の
部
】
午
前
10
時
～
、

【
午
後
の
部
】
午
後
１
時
～
、【
夜
の

部
】午
後
７
時
～（
各
90
分
・
全
10
回
）

※
希
望
す
る
時
間
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室（
１
階
）ほ
か

対
象　

日
常
的
に
日
本
語
で
会
話
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
希
望
す
る
外

国
人
な
ど（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

市
内
に
在
住
の
方
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
１
学
期
分
）

申
し
込
み
方
法　

希
望
者
ご
本
人
が
市

市
民
活
動
課
に
申
し
込
み
に
来
て
く

だ
さ
い
。（
日
本
語
が
話
せ
な
い
方
は

付
き
添
い
の
方
と
一
緒
に
来
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
締
め
切
り
日　

４
月
12
日（
月
）

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
催　

牛
久
市
国
際
交
流
協
会

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
市
市
民
活
動
課
内
）☎
内
線

１
６
３
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
３
・
２
５
１

２
Ｅ
メ
ー
ルshim

in@
city.ushiku.

iba
ra

ki.jp

要
約
筆
記
を
ご
存
じ
で
す

か
？

体
験
講
座
に
ご
参
加
を
！

　

言
葉
を
覚
え
て
か
ら
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
、
加
齢

か
ら
耳
の
遠
く
な
っ
た
高
齢
者
は
、
家

族
と
の
会
話
に
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。

言
い
た
い
こ
と
を
書
い
て
伝
え
合
う
筆

談
や
、
話
し
手
の
言
葉
を
そ
の
場
で
要

約
し
て
書
く
要
約
筆
記
は
、
難
聴
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
有

効
で
す
。

　

牛
久
要
約
筆
記
の
会
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
難
聴
者
が
ど
の
よ
う
に

困
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
聞
こ
え
な
い
方
へ
の
支
援
方

法
で
あ
る
要
約
筆
記
や
筆
談
の
コ
ツ
な

ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
難
聴
者
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
20
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室（
２
階
）

問
い
合
わ
せ　

牛
久
要
約
筆
記
の
会

（
松
村
）☎
８
７
６
・
２
３
８
２

姉妹都市カナダ・ホワイトホース市のユーコンカレッジに

短期語学留学してみませんか？
授業料10％引きの特典があります！

　ユーコンカレッジの ESL（英語）プログラムは、毎週月曜日入学可能。

1週間単位で授業を受けることができますので、自分の行きたい時に、

行きたい期間での留学が可能です。

　授業料は、5日間（月～金曜日）20時間で、268カナダドルです。市役所からの紹介者（市内に在

住の方のみ）は、授業料が10％引きとなります。滞在方法は、ホームステイ、カレッジの寮、ホ

テルの中から選択できます。費用の目安としては、ホームステイ（食事込み）の場合、授業料、申

し込み料、そのほか諸費と合わせて1週間で約1,200カナダドル、1カ月で約2,720カナダドル程度

です（10％引き後の授業料込み）。

　興味のある方には、詳しい内容をお伝えしますので、お問い合わせください。

　なお、市役所からはユーコンカレッジへのご紹介のみとし、渡航および入学な

どの手続きについては各自お願いします。

※ユーコンカレッジには、日本人の職員がいますので、日本語での交信が可能です。

※2月中旬時点のレートは、1カナダドル＝約86円です。

★3月23日（火）午前11時から、市役所分庁舎第1会議室で、ユーコンカレッジ職

員による説明会を開催します。ご希望の方は下記までお申し込みください。

申し込み・問い合わせ　市市民活動課☎内線1633FAX873-2512

ユーコンカレッジホームページ http://www.yukoncollege.yk.ca/international/
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全にデジタル放送に
移行し、アナログ放送は終了します。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

第
42
回
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル

教
室

日
時　

３
月
27
日（
土
）午
前
９
時
～
11
時

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
※
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費　

大
人
の
み
１
０
０
円（
保
険

代
と
し
て
当
日
徴
収
し
ま
す
）

申
込
締
め
切
り
日　

３
月
23
日（
火
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
履
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
、
ヘ
ル
シ
ー

ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル「
Ｂ
ｅ
ヘ
ル
シ
ー
」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局（
牛
久
運
動
公
園
体

育
館
内
）☎
８
７
３
・
２
４
８
６

第
39
回
牛
久
市
内
春
季
親
善
野

球
大
会
登
録
チ
ー
ム
募
集

　

牛
久
野
球
連
盟
で
は
、
平
成
22
年
度

春
季
野
球
大
会
の
登
録
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。
企
業
内
、
行
政
区
、
学
窓
な

ど
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
４
月
か
ら
始
ま

る
春
季
大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

登
録
締
め
切
り
日　

３
月
13
日（
土
）午

後
５
時
厳
守

代
表
者
会
議
・
抽
選
会　

３
月
27
日（
土
）

午
後
６
時
～
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

登
録
条
件　

①
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

に
全
員
加
入
す
る
こ
と
。
②
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
着
る
こ
と
を
原
則
と
す
る

が
、
４
月
春
季
大
会
に
間
に
合
わ
な

い
チ
ー
ム
は
練
習
用（
白
色
）を
許
可

し
ま
す（
背
番
号
は
統
一
）。
ジ
ャ
ー

ジ
ー
姿
は
不
可
。
③
大
学
や
高
校
の

野
球
部
員（
硬
式
・
軟
式
）は
登
録
で

き
な
ま
せ
ん
。

※
登
録
を
ご
希
望
の
チ
ー
ム
は
、
実
施

要
項
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
既
存
の
登
録
チ
ー
ム
へ
は
２
月
末
ご

ろ
実
施
要
項
を
送
付
し
ま
し
た
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

渡
部
☎
０

９
０
・
５
３
４
３
・
６
４
３
２

第
２
回
無
料
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
！

　

昨
年
末
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
が
大
盛
況

で
し
た
の
で
、第
２
回
開
催
決
定
で
す
。

も
ち
ろ
ん
今
回
も
参
加
無
料
で
す
。
ご

家
族
、
ご
友
人
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
商
品
ゲ
ッ

ト
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

３
月
28
日（
日
）
午
前
10
時
30

分
～（
午
前
10
時
～
受
け
付
け
）

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
エ
ス
カ
ー
ド

牛
久
４
階
）

内
容　

ゲ
ー
ム
、リ
レ
ー
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ダ
ン
ス
な
ど（
初
心
者
大

歓
迎
）

定
員　

20
人（
要
予
約
）

※
２
人
以
上
で
、
参
加
人
数
を
必
ず
お

伝
え
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル（
浜
田
）
☎
０
９

０
・
９
６
８
９
・
３
４
７
１

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者

講
習
会
参
加
者
募
集

　

ウ
エ
ス
タ
ン
の
音
楽
に
乗
っ
て
踊
る

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
ち
ょ
っ
と
知
的
な

ダ
ン
ス
で
す
。
体
と
頭
を
同
時
に
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
学
も
自
由
に

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
筑
波
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
程　

４
月
３
日
～
７
月
の
毎
週
土
曜

日
午
後
７
時
～
９
時
※
３
月
13
日
・

20
日
・
27
日
の
各
土
曜
日
は
無
料
体

験
会
で
す
。

場
所　

つ
く
ば
市
竹
園
公
民
館
ホ
ー
ル

講
師　

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公

認
指
導
者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

半
田
☎

８
５
２
・
１
４
１
５
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp

://w
w

w
2
d
.b

ig
lo

b
e
.n

e
.jp

/

~t_squa
re/index.htm

l

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
無
料
体

験
会

　

ウ
エ
ス
タ
ン
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
８

人
１
組
が
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
歩
き

な
が
ら
隊
形
を
つ
く
る
、
ア
メ
リ
カ
で

生
ま
れ
た
踊
り
で
す
。
健
康
維
持
と
脳

の
活
性
化
に
期
待
が
持
て
ま
す
。
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
！
（
１
人
参
加
可
）

無
料
体
験
日　

３
月
13
日
・
20
日
の
土

曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　

取
手
市
藤
代
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
２
階

持
参
す
る
物　

体
育
館
用
上
履
き

主
催　

藤
代
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

松
本
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
３
・
９
３
１
９

音
楽
の
小
径

　

思
い
切
り
歌
お
う「
早
春
の
う
た
」、

ピ
ア
ノ
と
の
い
き
い
き
人
生「
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」

日
時　

３
月
６
日（
土
）
午
前
10
時
30

分
～

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
エ
ス
カ
ー
ド

牛
久
４
階
）

参
加
費　

５
０
０
円（
実
費
）

問
い
合
わ
せ　

白
井
☎
８
７
４
・
７
３

９
０
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ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

第
３
回
全
国
公
募
絵
画
展
２
０
１
０

　

「
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
」は
、
全
国

か
ら
多
数（
第
１
回
展
９
８
４
点
、
第

２
回
展
８
６
７
点
）
の
作
品
が
応
募
さ

れ
る
２
年
に
１
度
の
公
募
絵
画
展
で

す
。
今
年
は
第
３
回
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
５
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）の
２

日
間
、市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

５
人
の
著
名
な
審
査
委
員
に
よ
る
公
開

審
査
を
行
い
、
６
月
27
日（
日
）～
７
月

９
日（
金
）に
入
賞
・
入
選
し
た
作
品（
約

１
２
０
点
）
を
一
般
に
無
料
公
開
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
第
３
回
展
を
支
え

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
実
行
委
員
と
と
も
に
美
術
展
運
営

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
条
件　

18
歳
以
上
の
方（
市
外
に

在
住
の
方
で
も
可
）
※
無
償
を
原
則

と
し
ま
す
。

募
集
人
数　

15
人
程
度

内
容　

作
品
搬
入
・
搬
出
と
審
査
会
の

補
助
、
展
覧
会
受
付
な
ど
※
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
締
め
切
り
日　

３
月
31
日（
水
）

申
し
込
み
方
法　

名
前
、
連
絡
先
を
記

入
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

「
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
う
し
く
実
行
委
員
会
」
事
務

局（
〒
３
０
０
‐
１
２
１
１
牛
久
市
柏

田
町
１
６
０
６
‐
１
牛
久
市
中
央
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）☎
８
７
１
・
２

３
０
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
１
・
１
３
３
４

い
ろ
は　

か
な
書
道
展

　

「
春
」を
テ
ー
マ
に
、
第
１
回
か
な
書

道
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
会
発
足
後
、
日
も
浅
く
未
熟
で
す

が
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時　

３
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
６
時
※
３
月
14
日
は

午
後
４
時
ま
で
。

場
所　

三
越
牛
久
２
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

「
い
ろ
は　

か
な
書
道
会
」

問
い
合
わ
せ　

飯
塚
☎
８
７
１
・
３
８

７
０オ

カ
リ
ナ
宅
急
便「
風
」

　

素
朴
な
オ
カ
リ
ナ
の
音
に
い
や
さ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
夫
婦
２
人

の
オ
カ
リ
ナ
・
デ
ュ
オ
で
す
。
子
育
て

や
療
養
中
な
ど
の
理
由
で
、
な
か
な
か

コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
所
へ
、
生
の
音
楽
を
お
届

け
し
ま
す
。
ご
自
宅
・
そ
の
ほ
か
ご
希

望
の
場
所
に
伺
い
ま
す
。
ま
た
病
院
や

介
護
施
設
に
も
お
伺
い
し
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
の
で
、
謝

礼
は
一
切
無
用
で
す
。
日
常
の
中
に
、

ほ
ん
の
ひ
と
と
き
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

有
泉
☎
８
７
４
・
４
４

７
５第

２
回「
う
し
く
混
声
合
唱

団
」演
奏
会
へ
の
お
誘
い

　

市
民
お
よ
び
周
辺
地
域
の
仲
間
総
勢

50
人
で
構
成
さ
れ
、
結
成
以
来
９
年
目

を
迎
え
た「
う
し
く
混
声
合
唱
団
」で
す
。

日
時　

４
月
25
日（
日
）
午
後
２
時
開

場
、
午
後
２
時
30
分
開
演

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

内
容　

【
指
揮
】
半
田
曉
、【
ピ
ア
ノ
】
渡

部
美
生
、【
演
奏
曲
】
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

作
曲「
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ａ　

in　

Ｃ
」
全

曲
、
佐
藤
眞
作
曲「
蔵
王
」全
曲
ほ
か

入
場
料　

無
料

主
催　

う
し
く
混
声
合
唱
団

後
援　

牛
久
市
教
育
委
員
会
、
牛
久
市

文
化
協
会
、
牛
久
合
唱
連
盟

問
い
合
わ
せ　

板
東
☎
８
７
３
・
５
２

３
２

住
井
す
ゑ
の
贈
り
も
の

　

地
球
の
え
く
ぼ
牛
久
沼
の
ほ
と
り
か

ら
、
全
世
界
の
子
ど
も
へ
の
贈
り
も
の
。

住
井
す
ゑ
の
絵
本
と
童
話
、
小
説
を
公

開
し
て
、
朗
読
と
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

に
よ
り
次
世
代
の
子
ど
も
へ
伝
え
ま
す
。

日
程　

毎
月
第
２
日
曜
日

場
所　

抱
樸
舎（
城
中
町
77
）

参
加
費　

無
料

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　

住
井
す
ゑ
と
の
絵
本
集（
全
５
巻
）、

わ
た
し
の
童
話（
紙
芝
居
）

時
間　

午
前
11
時
～
正
午

対
象　

保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
、
小
学

１
～
２
年
生
と
そ
の
家
族

★
童
話
・
少
年
少
女
小
説
の
朗
読
と
紙
芝
居

　

わ
た
し
の
少
年
少
女
物
語（
全
２
巻
）、

住
井
す
ゑ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館（
全
６
巻
）、

夜
あ
け
朝
あ
け（
小
説
と
紙
芝
居
）

時
間　

午
後
１
時
～
２
時

対
象　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
と

そ
の
家
族

問
い
合
わ
せ　

諸
橋
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

２
・
１
４
７
６

介
護
認
定
申
請
、
介
護
相
談
は

市
高
齢
福
祉
課
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課

☎
内
線
１
７
５
３
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初
心
者
向
け
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

　

（
社
）
牛
久
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
や
関
心

が
あ
り
、
意
欲
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
な

か
な
か
始
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
全
く
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
電
源
の
入
れ
方
か
ら

始
め
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
打
ち
方
や
マ
ウ

ス
の
使
い
方
な
ど
、
基
礎
の
基
礎
か
ら

初
心
者
で
も

分
か
る
よ
う

に
ゆ
っ
く
り

と
丁
寧
に
お

教
え
し
ま
す
。

日
程　

【
Ａ
コ
ー
ス
】
５
月
10
日
～
６

月
10
日
の
毎
週
月
・
木
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
、【
Ｂ
コ
ー
ス
】
５
月
10

日
～
６
月
10
日
の
毎
週
月
・
木
曜
日

午
後
１
時
～
３
時
、【
Ｃ
コ
ー
ス
】
５

月
12
日
～
６
月
11
日
の
毎
週
水
・
金

曜
日
午
前
10
時
～
正
午
、【
Ｄ
コ
ー

ス
】
５
月
12
日
～
６
月
11
日
の
毎
週

水
・
金
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作
の
仕

方
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

は
が
き
作
成（
年
賀
状
な
ど
）を
予
定

※「W
in

d
o
w

s　

V
ista

」で
行
い
ま
す
。

俳
画
で
描
く
春

　

簡
素
な
俳
画
で

春
の
風
物
を
描
き

ま
す
。
お
便
り
作

り
も
し
ま
す
。（
１

日
体
験
講
座
）

日
時　

３
月
19
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

１
団
体
活
動
室

講
師　

田
端
凰
月

定
員　

10
人

材
料
費　

３
０
０
円（
直
筆
手
本
な
ど
）

持
参
す
る
物　

書
道
具
一
式
、顔
彩（
水

彩
絵
の
具
可
）、
筆
洗
、
毛
筆
※
貸

し
出
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

田
端
☎
０

２
９
７
・
73
・
１
８
９
１

歴
史
を
語
り
合
う
会

　

歴
史
を
自
由
に
語
り
合
う
会
で
す
。

だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
21
日（
日
・
祝
）
午
後
２

時
～
５
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
講
座
室（
エ
ス
カ
ー
ド
牛

久
４
階
）

演
題　

「
古
墳
時
代
と
倭
の
五
王
」

内
容　

３
世
紀
後
半
か
ら
奈
良
盆
地
に

巨
大
な
古
墳
が
築
か
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
古
墳
は
い
っ
た
い
だ
れ
を
祭
っ

た
も
の
な
の
か
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

り
ま
す
が
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
古
墳
時
代
に
つ

い
て
講
師
か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
自

由
に
語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
師　

宮
川
克
己
氏

参
加
費　

３
０
０
円（
資
料
代
）

主
催　

牛
久
史
談
会

問
い
合
わ
せ　

小
林
☎
８
７
３
・
３
２

９
９

里
山
セ
ミ
ナ
ー「
農
と
里
山
」

日
時　

３
月
14
日（
日
）
午
前
10
時
15

分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
４
階
）

講
師　

坂
芳
則
氏（
埼
玉
県
川
越
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
中
田
晃
氏

（
さ
や
ま
緑
と
里
山
の
会
元
会
長
）

定
員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
う
し
く

里
山
の
会
、
茨
城
大
学

後
援　

牛
久
市

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

う
し
く
里
山
の
会
☎
８
７
３
・
８
５

５
２

ま
た
、
入
力
は「
ロ
ー
マ
字
」入
力
方

式
で
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

（
初
め
て
受
講
の
方
を
優
先
し
ま
す
）

定
員　

各
コ
ー
ス
５
人
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。（
３
月

31
日（
水
）公
開
抽
選
を
実
施
）

参
加
費　

２
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
参
加
を
希
望
す
る
方
の
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
と
Ａ
～
Ｄ
の
中
か

ら
ご
希
望
の
コ
ー
ス
を
第
２
希
望
ま

で
記
入
し
、
返
信
用
に
送
り
先
を
明

記
の
上
、「
〒
３
０
０
‐
１
２
１
４
牛

久
市
女
化
町
８
５
９
‐
３
牛
久
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内（
社
）牛
久
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教

室
係
」
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な

お
、
複
数
枚
の
お
申
し
込
み
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。
※
結
果
は
皆
さ
ん
に

４
月
初
旬
ご
ろ
、
返
信
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

３
月
29
日（
月
）必

着
問
い
合
わ
せ　

（
社
）牛
久
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎
８
７
１
・

１
４
６
８
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
１
・
０
８
０
０
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

市
内
保
育
園
の
子
育
て
支
援

★
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ（
つ
ば
め
保
育
園
）

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

日
程　

３
月
４
日（
木
）午
前
10
時
～
11

時
30
分「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」、
３
月

18
日（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

「
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
」

参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
会
員
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

つ
ば
め
保

育
園（
遠
山
町
７
６
４
‐
１
）☎
８
７

１
・
５
７
４
０

★
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ひ
ろ
ば（
つ
つ
じ
が
丘
ふ

た
ば
ラ
ン
ド
保
育
園
）

　

親
子
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
程　

３
月
11
日（
木
）「
お
散
歩
バ
ッ

グ
を
作
ろ
う
！
」、
３
月
18
日（
木
）

「
大

き

く

な

っ

た

か

な
？
（
身
体

測
定
）」、
３

月
25
日（
木
）

「
春
を
探
し

に
お
散
歩
に
行
こ
う
！
」

時
間　

午
前
10
時
か
ら
30
分
程
度
の
活

動
と
な
り
ま
す
。
開
始
時
間
ま
で
に

保
育
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　

つ
つ
じ
が
丘
ふ
た
ば
ラ
ン
ド
保

育
園
つ
き
組

【
保
育
園
開
放
日
】

利
用
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
１
時
、
午
後
３
時
～
４
時

※
開
放
日
は
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

つ
つ
じ
が
丘
ふ
た
ば
ラ

ン
ド
保
育
園（
田
宮
町
１
９
９
‐
１
）

☎
８
７
１
・
６
９
２
８

リ
ズ
ム
ぽ
け
っ
と（
親
子
リ

ト
ミ
ッ
ク
）

◆
平
成
22
年
度
会
員
募
集

日
時　

毎
月
２
回
木
曜
日
午
前
10
時
～

10
時
50
分（
年
20
回
）

対
象
・
定
員　

２
～
４
歳
の
親
子
各
組

20
組

講
師　

上
野
佳
恵
氏

会
費　

申
込
金
３
０
０
円（
入
会
申
込

時
に
納
入
）、
年
会
費
１
万
円（
20
回

分
、
４
月
と
10
月
に
５
０
０
０
円
ず

つ
分
納
）

◆
体
験
レ
ッ
ス
ン

体
験
参
加
費　

５
０
０
円
※
ボ
ー
ル
持

参
。

体
験
受
付
期
間　

３
月
１
日（
月
）～
５

日（
金
）午
後
８
時
ま
で

【
ひ
つ
じ
組
】

体
験
日
時　

３
月
25
日（
木
）
午
前
10

時
～
10
時
30
分

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み　

青
木
☎
８
７
１
・
３
２
０
２

【
き
り
ん
組
】

体
験
日
時　

３
月
11
日（
木
）
午
前
10

時
～
10
時
30
分

場
所　

ひ
た
ち
野
う
し
く
の
集
会
所

申
し
込
み　

伊
藤
☎
８
７
１
・
０
１
７
１

カ
タ
ク
リ
咲
く
三み

毳か
も

山や
ま（

栃
木

県
）ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

日
時　

３
月
26
日（
金
）午
前
６
時
30
分

集
合
、
午
後
７
時
帰
着
予
定

集
合
場
所　

牛
久
駅
東
口
筑
波
銀
行

（
旧
関
東
つ
く
ば
銀
行
）前

歩
行
距
離　

約
12
㎞

定
員　

90
人

参
加
費　

４
５
０
０
円
、
会
員
４
０
０

０
円（
昼
食
、
バ
ス
代
ほ
か
）

申
し
込
み
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
は
が
き

（
〒
３
０
０
‐
１
２
３
６
牛
久
市
田

宮
町
１
４
２
‐
１
牛
久
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
サ
ー
ク
ル
沼
尻
克
枝
あ
て
）、
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
４
７
・
７
２
８
３
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

３
月
16
日（
火
）

主
催　

牛
久
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

問
い
合
わ
せ　

牛
久
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
事
務
局（
佐
藤
）
☎
０
９

０
・
３
０
４
４
・
６
１
９
１

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞
会

ウ
ル
ル
の
森
の
物
語

　

オ
オ
カ
ミ
の
子
ウ
ル
ル
、
君
に
出
会

え
た
奇
跡
。
小
さ
な
出
会
い
が
、
大
き

な
愛
を
教
え
て
く
れ
た
。
家
族
の
き
ず

な
を
描
い
た
感
動
物
語
。

日
時　

３
月
14
日（
日
）【
１
回
目
】
午

前
９
時
30
分
開
場
、午
前
10
時
開
演
。

【
２
回
目
】午
後
１
時
開
場
、
午
後
１

時
30
分
開
演
※
開
場
15
分
前
か
ら
整

理
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

上
映
時
間　

１
時
間
59
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
※
全
席
自
由
。

主
催　

青
少
年
育
成
牛
久
市
民
会
議

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
牛
久
市
民

会
議
事
務
局（
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
）☎
８
７
１
・
２
３
０
１
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わ
が
街
の
木

黄
葉
に
色
・
形
・
香
り
を
楽
し
め
る

カ
ツ
ラ（
カ
ツ
ラ
科
）

　

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
分
布
す
る
落

葉
高
木
。
日
本
の
固
有
種
。
山
の
渓
流

沿
い
に
生
育
し
ま
す
が
、
最
近
は
街
路

樹･

公
園
樹
と
し
て
増
え
て
き
ま
し
た
。

雌
雄
異
株
で
、
春
に
は
葉
に
先
立
ち
花

弁
の
な
い
紅
紫
色
の
花
を
付
け
ま
す
。

葉
は
縁ふ

ち

が
フ
リ
ル
の
よ
う
な
波
形
で
、

丸
み
を
帯
び
た
ハ
ー
ト
形
が
印
象
的
で

す
。
黄
葉
は
甘
く
香
り
、「
香か

ず

ら出
」が
カ
ツ

ラ
の
語
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
葉
を

乾
か
し
て
粉
に
し
て「
お
香
」
を
作
る
の

で
、「
コ
ウ
ノ
キ（
香
の
木
）」な
ど
の
別
名

が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
彫
の
生
地
や
碁
盤

材
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
シ
ャ
ト
ー
通
り
】

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
チ
ー
ム
街
路
樹
20
﹀

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
１

親
子
農
業
体
験
講
座

　

４
月
か
ら
12
月
ま
で
、
親
子
で
楽
し

く
農
業
体
験
を
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

ジ
ャ
ガ
芋
、
里
芋
、
サ
ツ
マ
芋
、
ソ
バ

を
種
ま
き
か
ら
、
育
て
て
収
穫
し
、
食

べ
る
ま
で
を
体
験
し
ま
す
。昨
年
、広
々

し
た
安
全
な
畑
で
、
お
子
さ
ん
た
ち
は

生
き
物
を
手
に
し
た
り
、
走
り
回
っ
た

り
、伸
び
伸
び
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
梅
の
実
取
り
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
程　

４
月
３
日
・
17
日
、
５
月
８
日
・

22
日
、
６
月
５
日
・
19
日
、
７
月
３

日
・
17
日（
収
穫
祭
）・
24
日
の
各
土

曜
日
午
前
９
時
～
正
午
※
雨
天
時
は

次
週
。

場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森
梅
林
奥
の
畑

対
象
・
定
員　

親
子
15
組（
大
人
の
み

も
可
）※
先
着
順
。

参
加
費　

大
人
２
０
０
０
円
、
子
ど
も

５
０
０
円（
３
歳
以
上
）

服
装
な
ど　

長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
、
長

靴
、
帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
ジ
ャ
ガ
芋
の
皮
１
個
分

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会

申
込
期
間　

３
月
６
日（
土
）
～
10
日

（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

横
山
☎
８

７
４
・
１
４
３
０（
午
後
７
時
～
９
時
）
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　向原保育園のお友だちは、保育参観

のときに、親子で協力して円盤型おも

ちゃを作りました。

　円盤は、紙皿を2つ使いビニールテー

プで貼り合わせました。星やハート、

自分の顔などを折り紙やペンを使って

飾りを付け、上手に仕上げました。

平成22年3月1日（1020）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

向原保育園の
お友だち

きりんぐみ

　昭和34年3月、牛久町第三支部第八分団（小坂分団）が消

防ポンプの購入を記念して撮影されたものです。当時は、

手押し車に載せる形式の消防ポンプで、団員数も40人と多

く、活発に活動していました。　　（小坂町　石嶋氏所蔵）

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う
し

く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」の
写

真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」「
残
し
た

い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸
術
」の

中
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ　市生涯学習課（市中央生涯学習センター内）☎871-2301


